
図版一 呉氏蔵東魏武定元年 門生石床 右側板（表)



図版二 呉氏蔵東魏武定元年 門生石床 右側板（裏)



図版三 呉氏蔵東魏武定元年 門生石床 正面右板（表)



図版四 呉氏蔵東魏武定元年 門生石床 正面右板（裏)



図版五 呉氏蔵東魏武定元年 門生石床 正面左板（表)



図版六 呉氏蔵東魏武定元年 門生石床 正面左板（裏)



図版七 呉氏蔵東魏武定元年 門生石床 左側板（表)



図版八 呉氏蔵東魏武定元年 門生石床 左側板（裏)



呉
氏
蔵
東
魏
武
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元
年

門
生
石
床
に
つ
い
て

門
生
石
床
の
孝
子
伝
図

黒

田

彰

一

近
年
、
深
圳
の
呉
強
華
氏
が
東
魏
武
定
元
（
五
四
三
）
年

門
生
石
床
を
入
手

さ
れ
た
（
深
圳
市
金
石
芸
術
博
物
館
蔵
）。
本
石
床
は
、
東
魏
武
定
元
年
の
年
紀

を
有
し
、
墓
主
を

門
生
と
す
る
（
諱
は
育
、
字
は
門
生
、
元
象
元

五
三
八

年
没

墓
誌

）、
由
来
の
極
め
て
明
確
な
、
北
朝
末
期
石
棺
床
の
優
品
で
、

囲
屛
４

石
枕

石
闕
２

石
門
後
架
４

前
架
２

左右

石
門
２

小
稿
は
、
近
時
見
出
だ
さ
れ
た
深
圳
、
呉
強
華
氏
蔵
の
東
魏
武
定
元
（
五

四
三
）
年

門
生
石
床
囲
屛
の
全
図
像
を
、
呉
氏
の
御
好
意
に
よ
り
世
界
に

先
駆
け
て
公
開
、
報
告
し
併
せ
て
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
孝
子
伝
図
三
図
四
面

（
董
黯
図
１
、
郭
巨
図
２
、
董
永
図
１
）
の
内
容
を
論
じ
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
本
石
床
は
制
作
年
時
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
囲
屛

四
枚
の
表
裏
全
て
に
図
像
が
描
か
れ
、
特
に
裏
面
の
竹
林
七
賢
図
は
、
北
朝

の
竹
林
七
賢
図
と
し
て
内
容
の
完
備
す
る
、
始
め
て
の
遺
品
で
あ
る
点
、
世

界
的
に
価
値
が
高
い
。
ま
た
、
墓
主
の

門
生
は
、
ソ
グ
ド
人
と
考
え
ら
れ
、

鮮
卑
の
北
魏
の
み
な
ら
ず
、
ソ
グ
ド
人
に
ま
で
孝
文
化
の
享
受
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
異
文
化
交
流
の
中
の
中
国
文
化
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
、
種
々

の
示
唆
に
富
む
。
本
石
床
の
紹
介
出
来
る
こ
と
を
、
心
か
ら
栄
誉
に
思
う
。

キ
ー
ワ
ー
ド

てき
門もん
生せい
（
てき

育いく
）
石せき
床しよ
、う
孝こう
子し
伝でん
図ず
、
竹ちく
林りん
七しち
賢けん
図ず
、

鬼き
神しん
図ず
、
ソ
グ
ド
人じん

〔
抄

録
〕

一
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門門
框
２

門
檻

な
ど
計
二
十
一
点
か
ら
成
る
、
石
床
研
究
史
上
、
非
重
に
重
要
な
新
出
の
遺
品
で

あ
る
。
墓
主
の

門
生
は
、
趙
超
氏
に
よ
れ
ば
、「
一
個
外
国
人
士
」、「
西
域
的

丁
零
、
粟
特
等
民
族
商
旅
首
領
」
と
言
わ
れ１

）

、
本
石
床
の
歴
史
的
、
文
化
的
、
ま

た
、
美
術
的
、
文
学
的
な
価
値
は
、
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、
本
石
床
の
全

貌
、
詳
細
は
、
近
く
深
圳
市
金
石
芸
術
博
物
館
に
よ
っ
て
公
開
さ
れ
る
が
、
同
理

事
長
呉
強
華
氏
は
今
般
、
世
界
に
先
駆
け
て
日
本
に
お
け
る
、
本
石
床
の
紹
介
を

お
許
し
下
さ
っ
た
。
本
石
床
に
は
そ
の
他
、
重
要
な
価
値
が
種
々
存
し
て
い
る
が
、

一
見
し
て
分
か
る
本
石
床
の
特
徴
と
し
て
、
例
え
ば
本
石
床
の
囲
屛
部
分
の
四
石

板
に
対
し
、
そ
れ
ら
の
裏
面
全
体
に
及
び
、
図
像
の
刻
さ
れ
て
い
る
点
が
上
げ
ら

れ
る
。
こ
の
点
は
、
北
魏
時
代
の
石
床
と
し
て
大
変
珍
し
い
特
徴
で
、
本
石
床
の

囲
屛
四
石
の
裏
面
に
は
鬼
神
図
、
竹
林
七
賢
図
が
描
か
れ
る
。
そ
こ
で
、
呉
氏
の

許
可
の
下
、
小
稿
に
あ
っ
て
は
ま
ず
、
本
石
床
の
囲
屛
四
面
の
全
て
の
図
像
を
、

呉
氏
提
供
の
拓
本
（
写
真
）
に
よ
っ
て
、
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
。
巻
頭
の
折
込

図
版
が
そ
れ
で
あ
る
。
巻
頭
の
折
込
図
版
一
｜
八
に
収
録
し
た
、
呉
氏
蔵
東
魏
武

定
元
年

門
生
石
床
の
囲
屛
四
面
の
内
容
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

図
版
一

右
側
板
（
表
）

図
版
二

同

（
裏
）

図
版
三

正
面
右
板
（
表
）

図
版
四

同

（
裏
）

図
版
五

正
面
左
板
（
表
）

図
版
六

同

（
裏
）

図
版
七

左
側
板
（
表
）

図
版
八

同

（
裏
）

本
石
床
の
各
囲
屛
は
、
表
裏
共
三
面
に
区
切
ら
れ
、
表
面
に
は
墓
主
夫
婦
、
侍
者
、

孝
子
伝
図
、
裏
面
に
は
鬼
神
、
竹
林
七
賢
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
各
囲
屛
の
法
量

は
、

右
側
板

縦
四
七
、
横
一
〇
五
、
厚
七
糎

正
面
右
板

縦
四
六
・
二
、
横
一
〇
五
、
厚
七
糎

正
面
左
板

縦
四
五
・
五
、
横
一
〇
五
、
厚
七
糎

左
側
板

縦
四
五
・
八
、
横
一
〇
六
、
厚
六
・
五
糎

で
あ
る
。
図
一
は
、
囲
屛
四
枚
の
表
裏
に
描
か
れ
た
内
容
を
、
概
念
図
と
し
て
示

し
た
も
の
で
あ
る
（
内
側
は
、
表
、
外
側
は
、
裏
。
空
白
は
、
侍
者
図
）。
表
の

四
面
に
は
、
墓
主
夫
婦
の
二
図
（
左
右
正
面
板
の
中
央
。
男
性
墓
主
像
の
下
に
、

「
胡
客

門
生
造
石
床

吉
利
銘
記
」
の
題
記
が
あ
る
）、
馬
と
牛
の
二
図

（
左
右
側
板
の
中
央
）、
孝
子
伝
図
四
図
（
37
董
黯

数
字
は
陽
明
本
孝
子
伝
の

目
次
番
号
、
右
側
板
の
左

、
５
郭
巨
A
B

左
右
正
面
板
の
右
、
左
端

、
２
董

永

左
側
板
の
右

）、
侍
者
の
四
図
（
空
白
部
）
が
描
か
れ
る
。
裏
面
に
は
、
栄

啓
期
と
竹
林
七
賢
の
八
図
及
び
、
鬼
神
の
四
図
が
描
か
れ
る
（
右
側
板
の
右
に
、

「
此
名
〔
向
秀
字
子
期
〕」）、
中
央
に
、「
此
名

昔籍
）字

伺嗣
）宗

」、
左
に
、「
此
名
辟

非
守
」
の
三
題
記
が
あ
る
）。
鬼
神
図
は
、
右
側
板
と
正
面
右
板
の
左
、
左
側
板

と
正
面
左
板
の
右
に
、
そ
れ
ぞ
れ
位
置
し
て
い
る
。
小
稿
に
お
い
て
ま
ず
取
り
上

げ
る
の
は
、
そ
の
孝
子
伝
図
四
図
で
あ
る
。
裏
面
の
栄
啓
期
と
竹
林
七
賢
図
も
、

極
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
従
来
、
七
賢
図
と
し
て
有
名
な
遺
品
に
、
南
京
西

二

呉
氏
蔵
東
魏
武
定
元
年

門
生
石
床
に
つ
い
て
（
黒
田

彰
）



善
橋
出
土
の
図
像
な
ど
が
あ
る

が２
）

、
そ
れ
は
南
朝
の
遺
品
で
あ

る
の
に
対
し
、

門
生
石
床
の

図
像
は
、
北
朝
の
遺
品
と
し
て

始
め
て
知
ら
れ
る
、
完
全
な
も

の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
機
会
を
改
め
て
述
べ
て

み
た
い
。
さ
ら
に
囲
屛
裏
面
に

彫
ら
れ
た
鬼
神
図
の
遺
品
と
し

て
知
ら
れ
る
も
の
に
、
ネ
ル
ソ

ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北

斉
石
床
な
ど
が
あ
っ
て３

）

、
本
石

床
裏
面
の
鬼
神
図
と
の
比
較
検

討
は
、
な
お
今
後
の
課
題
と
す

べ
き
で
あ
る
。

本
石
床
の
表
に
は
、
三
図
四

面
の
孝
子
伝
図
が
描
か
れ
て
い

る
。
右
か
ら
、

37
董
黯
（
右
側
板
左
）

５
郭
巨
A
B
（
右
正
面
板

右
、
左
正
面
板
左
）

２
董
永
（
左
側
板
右
）

の
三
図
で
あ
る
。
図
二
に
掲
げ

る
の
は
、
本
石
床
の
37
董
黯
図
で
あ
る
（
題
記
「
王
寄
日
用
三
生
由
為
不
孝
」）。

董
黯
図
に
関
し
て
は
か
つ
て
、
次
の
三
論

に
お
い
て
考
え
た
こ
と
が
あ
る
。

Ⅰ
「
董
黯
贅
語
｜
孝
道
と
復
讐
㈠
｜４

）

」（
拙
著
『
孝
子
伝
図
の
研
究
』
Ⅱ
一

３
）

Ⅱ
「
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
｜
陽
明
本
孝
子
伝
の
引
用

｜５
）

」
Ⅲ
董
黯
図

｜
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
二
面
）
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
｜６

）

」

（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
100
）

な
る
べ
く
論
旨
の
重
複
を
避
け
な
が
ら
以
下
、
新
出

門
生
石
床
に
見
え
る
董
黯

図
（
図
一
）
の
意
義
と
問
題
を
述
べ
て
み
よ
う
。
ま
ず
本
図
の
典
拠
と
な
っ
た
、

陽
明
本
孝
子
伝
37
董
黯
の
本
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る７

）

。

ａ

董薫
）黯

家
貧
至
孝
。
雖
与

王
奇

並
居
、
二
母
不

数

相
見
。
忽ｂ

会

籬
辺
。

鬼神 七賢 七賢 七賢 七賢 鬼神

５郭巨B 女性墓主 男性墓主 ５郭巨A

七賢 ２董永 37董黯 七賢
(向秀)

七賢 牛 馬 七賢
(元籍)

鬼神 鬼神
(辟非守)

図一 門生石床の内容

図二 門生石床（董黯)
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因
語

曰
黯
母
、
汝
年
過

七
十
、
家
又
貧
。
顔
色
乃
得

怡
悦

如

此
何
。

答
曰
、
我
雖

貧
食

完
麁鹿

）衣
薄
、
而
我
子
与

人

悪
。
不

使

吾
憂

故

耳
。
王
奇
母
曰
、
吾
家
雖

富
食

魚
又
嗜

饌
、
吾
子
不
孝
、
多
与

人
恐
。

懼

罹

其
罪
。
是
以
枯
悴
耳
。
於

是
各
還
。
奇
従

外
帰
。
其
母
語

奇
曰
、

汝
不
孝
也
。
吾
問

見
董
黯
母
、
年
過

七
十

、
顔
色
怡
悦
。
猶
其
子
与

人

悪
故
耳
。
奇ｃ

大
怒
。
即
往

黯
母
家
、
罵
云
、
何
故
讒

言
我
不
孝

也
。

又
以

脚
蹴

之
。
帰
謂

母
曰
、
児
已
問

黯
母
。
其
云
、
日
々
食

三
斗

。

阿
母
自
不

能

食
、
導

児
不
孝
。
黯ｄ

在

田
中
、
忽ｅ

然
心
痛
、
馳
奔
而
還
。

又
見

母
顔
色
惨
々
、
長
跪
問

母
曰
、
何
所
不

和
。
母
曰
、
老
人
言
多

過

矣
。
黯
已
知

之
。
於ｆ

是
王
奇
日
殺

三
牲
、
旦
起
取

肥
牛
一
頭

殺

之
、

取

佳
完
十
斤
、
精
米
一
斗
熟
而
薦

之
。
日
中
又
殺

肥
羊
一
頭
。
佳
完
十

斤
、
精
米
一
斗
熟
而
薦

之
。
夕
又
殺

肥
猪
一
頭
。
佳
完
十
斤
、
精
米
一
斗

熟
而
薦

之
。
便
語

母
曰
、
食

此
令

尽
。
若
不

尽
者
、
我
当

用

鉾
刺

母
心
、
用曲

）

戟
鉤

母
頭
。
得

此
言

終
不

能

食
、
推

盤
擲

地
。
故
孝
経

云
、
雖

日
用

三
牲
養
、
猶
為

不
孝

也
。
黯
母
八
十
而
亡
。
葬
送
礼
畢
、

乃
嘆
曰
、
父
母
讐
不

共
戴

天
。
便ｇ

至

奇
家

奇
頭
、
以
祭

母
墓
。
須

監
司
到
縛

黯
。
々
乃
請
以

向

墓
別

母
。
監
司
許

之
。
至

墓
啓

母

曰
、
王
奇
横
苦

阿
母
。
黯
承

天
士
、
忘

行

己
力
、
既
得

傷

讐
身
。
甘

沮

、
甘

監
司
見

縛
。
応

当
備

死
。
挙

声
哭

聞
）

。
目
中
出
血
。
飛
鳥
翳

日
、
禽
鳥
悲
鳴
。
或
上

黯
臂
、
或
上

頭
辺
。
監
司
具
如

状
奏

王
。
々
聞

之
嘆
曰
、
敬

謝
孝
子
董薫

）黯

。
朕
寡
徳
統

荷
万
機
。
而
今
凶
人
勃
逆
。
又

応

治
剪
、
令

労

孝
子
助

朕
除

患
。
賜

金
百
斤
、
加

其
孝
名

也

図
二
は
、
画
面
右
に
、
跪
い
て
食
器
を
捧
げ
る
王
奇
（
左
向
き
）、
画
面
左
に
、

屋
内
に
坐
す
母
（
右
向
き
）、
両
者
の
間
に
、
長
方
形
の
盤
に
盛
っ
た
三
牲
を
描

く
。
画
面
中
央
に
立
つ
女
性
（
左
向
き
）
は
、
侍
者
で
あ
ろ
う
（
そ
の
三
牲
ま
た
、

題
記
の
こ
と
は
後
述
）。
本
図
は
、
陽
明
本
孝
子
伝
ｆ
に
言
う
、
己
れ
の
母
に
対

す
る
、
王
奇
の
三
牲
強
要
の
場
面
を
描
い
た
も
の
に
相
違
な
い
。

こ
こ
で
、
上
記
拙
稿
Ⅰ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
を
含
め
た
、
孝
子
伝
図
の
董
黯
図
の
研
究
史

の
こ
と
を
、
簡
単
に
纏
め
て
お
き
た
い
。
暫
く
前
ま
で
董
黯
図
と
言
え
ば
、
在
米

国
の
次
の
三
点
が
知
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

⑴
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
室
（
右
側
下
）

⑵
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
斉
石
床
（
正
面
左
板
）

⑶
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺
（
左

）

図
三
は
、
⑴
、
図
四
は
、
⑵
の
董
黯
図
を
示
し
た
も
の
で
あ
る８

）

。
ま
ず
⑴
（
図

三
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
陽
明
本
孝
子
伝
37
董
黯
条
に
基
づ
く
、
董
黯
図
で
あ
る

こ
と
を
喝
破
さ
れ
た
の
は
、
西
野
貞
治
氏
に
よ
る
昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年

の
名
論

、「
陽
明
本
孝
子
伝
の
性
格
並
に
清
家
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
で
あ

っ
た９

）

（
船
橋
本
に
は
、
董
黯
と
王
奇
を
兄
弟
と
す
る
等
、
漢
代
の
孝
道
に
照
ら
し

合
わ
せ
て
致
命
的
と
も
す
べ
き
、
本
文
上
の
欠
陥
が
存
す
る
）。
西
野
氏
は
、
図

三
の
題
記
に
見
え
る
「
董
晏﹅
」
を
「
董
黯﹅
」
の
宛
字
と
し
、
画
面
左
に
、
柱
を
背

に
し
て
立
つ
男
性
を
王
奇
（
左
向
き
）、
団
扇
を
手
に
坐
す
女
性
を
そ
の
母
（
右

向
き
）、
王
奇
の
左
の
「
盤
乃
至
盒
の
如
き
も
の
の
上
に
盛
ら
れ
た
の
は
大
食
を

強
い
ら
れ
た
三
牲
で
」
あ
る
と
見
て
、
そ
れ
を
、
陽
明
本
孝
子
伝
37
董
黯
条
の
ｆ

以
下
、
王
奇
に
よ
る
母
へ
の
三
牲
強
要
の
場
面
に
外
な
ら
な
い
こ
と
を
研
究
史
上
、

始
め
て
明
ら
か
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
氏
の
業
績
と
し
て
取
り
分
け
重
要
な
点
は
、

例
え
ば
図
三
を
説
明
す
る
よ
う
な
、
王
奇
の
三
牲
強
要
を
含
む
、
孝
子
伝
の
董
黯

四

呉
氏
蔵
東
魏
武
定
元
年

門
生
石
床
に
つ
い
て
（
黒
田

彰
）



図三 ボストン美術館蔵北魏石室（董黯)

図四 ネルソン・アトキンズ美術館蔵北斉石床（董黯)

A B C
五

佛
教
大
学

文
学
部
論
集

第
一
〇
一
号
（
二
〇
一
七
年
三
月
）



の
物
語
と
い
う
も
の
が
、
中
国
に
お
い
て
疾
く
に
滅
び
、
そ
の
図
像
を
解
明
し
得

る
文
献
と
し
て
は
世
界
的
に
唯
一
、
陽
明
本
孝
子
伝
の
本
文
し
か
残
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
を
、
明
確
に
指
摘
さ
れ
た
点
が
上
げ
ら
れ
る
。

西
野
氏
に
次
い
で
、
⑵
（
図
四
）
を
世
に
出
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
四
十
四
（
一

九
六
九
）
年
の
長
廣
敏
雄
氏
の
書
物
で
あ
る10

）

。
即
ち
、
西
野
氏
の
論

時
に
は
、

⑵
（
図
四
）
は
、
未
だ
世
に
知
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
さ
て
、
長
廣
氏
の
業
績

は
、
⑵
を
紹
介
す
る
と
同
時
に
、「
不
孝
王
寄
」
の
題
記
を
手
掛
か
り
と
し
て
、

図
四
の
中
央
B
を
、
董
黯
図
と
認
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る11

）

。
と
こ
ろ
が
、
氏
は
、

西
野
氏
の
取
り
上
げ
た
⑴
（
図
三
）
を
偽
刻
と
し
て
斥
け
、
比
較
考
察
の
対
照
と

し
な
か
っ
た
た
め12

）

、
図
四
の
A
、
C
を
董
黯
図
と
は
別
の
二
図
と
見
て
、
図
三
、

図
四
の
関
連
は
、
不
問
に
付
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

拙
稿
Ⅰ
は
、
上
記
の
よ
う
な
研
究
史
を
踏
ま
え
、
ま
ず
⑴
（
図
三
）
を
外
的
、

内
的
に
真
刻
と
確
認
し
た
上
で13

）

、
図
三
、
図
四
の
密
接
な
関
連
を
認
め
、
図
三
右

を
図
四
A
と
同
じ
董
黯
の
家
、
図
三
左
を
図
四
B
と
同
じ
王
奇
の
家
と
認
定
し
て

（
陽
明
本
孝
子
伝
ａ
以
下
に
よ
る
）、
図
四
A
B
こ
そ
は
、
研
究
史
的
に
西
野
氏

の
主
張
さ
れ
た
、
王
奇
に
よ
る
三
牲
強
要
を
伴
う
董
黯
図
が
（
陽
明
本
ｆ
以
下
に

よ
る
）、
実
際
に
出
現
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
位
置
付
け
た
。
同
時
に
図

四
C
は
、
陽
明
本
ｇ
以
下
に
よ
る
、
A
B
と
一
連
の
董
黯
図
と
捉
え
る
べ
き
も
の

で
、
ま
た
、
図
三
の
題
記
、

董
晏黯

）母
供

王
寄奇

）母

語
時

は
、
陽
明
本
ｂ
以
下
を
典
拠
と
す
る
が
、
陽
明
本
ａ
、
ｆ
に
基
づ
く
図
三
、
図
四

A
B
の
場
面
と
は
一
致
し
な
い
こ
と
を
論
じ
る
。

拙
稿
Ⅱ
は
、
二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
三
月
、
私
が
始
め
て
中
国
で
目
に

し
た
、
第
四
の
董
黯
図
を
扱
う
。
所
蔵
者
は
、
呉
強
華
氏
で
、
私
が
呉
氏
と
出
会

う
切
っ
掛
け
と
な
っ
た
、
と
て
も
思
い
出
深
い
遺
品
で
あ
る
。
呉
氏
は
、
そ
の
後

も
孝
子
伝
図
の
蒐
集
に
努
め
ら
れ
、
後
掲
⑷
の
当
図
を
含
め
、
二
〇
一
二
年
以
降
、

管
見
に
入
っ
た
董
黯
図
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

⑷
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
正
面
左
板
左
。
後
掲
図
六
）

⑸
呉
氏
蔵

門
生
石
床
（
右
側
板
左
。
本
図

図
二

）

⑹
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
美
術
館
蔵
北
魏
石
床
（
正
面
左
板
中
央
）

⑺
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
三
枚
）（
右
側
板
）

拙
稿
Ⅱ
の
扱
っ
た
⑷
ま
た
、
⑹
は
、
⑸
の
本
図
（
図
二
）
と
関
係
が
深
い
の
で
、

後
述
に
従
う
こ
と
と
し
、
⑺
を
扱
う
拙
稿
Ⅲ
を
先
に
説
明
す
る
。

図
五
は
、
⑺
の
董
黯
図
を
示
し
た
も
の
で
あ
る14

）

。
図
五
は
、
五
つ
の
場
面
（
A
、

B
、
C
左
上
、
下
、
右
上
）
を
有
す
る
董
黯
図
で
、
そ
れ
ら
の
五
場
面
は
従
来
、

全
く
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
も
の
ば
か
り
の
、
画
期
的
な
遺
品
で
あ
る
。
そ

の
内
容
を
簡
単
に
説
明
す
る
と
、
A
B
は
、
塀
の
外
を
通
り
掛
か
っ
た
黯
母
を
奇

母
（
邸
内
）
が
呼
び
止
め
、
別
れ
る
場
面
を
描
く
。
こ
れ
は
、
陽
明
本
孝
子
伝
ａ
、

ｂ
を
場
面
化
し
た
も
の
で
、
そ
の
二
場
面
は
、
両
母
が
対
話
し
た
こ
と
を
表
わ
し

て
い
る
（
陽
明
本
ｂ
）。
そ
し
て
、
図
五
A
B
こ
そ
は
、
図
三
の
題
記
「
董
晏黯

）母

供

王
寄奇

）母

語
時
」
が
、
そ
の
存
在
を
予
言
し
て
い
た
場
面
の
出
現
を
意
味
す
る
。

ま
た
、
図
三
左
右
、
図
四
A
B
に
対
比
的
に
描
か
れ
た
、
董
黯
の
家
と
王
奇
の
家

は
、
図
五
で
は
、
C
の
下
に
小
さ
く
、
A
B
に
大
き
く
、
象
徴
的
に
描
か
れ
て
い

る
こ
と
が
、
物
語
に
対
す
る
図
五
の
理
解
の
深
さ
を
示
し
て
い
る
。
図
五
C
は
、

田
で
耕
作
す
る
董
黯
（
左
上
。
陽
明
本
ｄ
）、
そ
の
隙
を
狙
っ
て
、
董
黯
の
家
へ

乗
り
込
み
、
黯
母
に
暴
行
を
働
く
王
奇
（
下
。
陽
明
本
ｃ
）、
母
の
異
常
を
察
知

六

呉
氏
蔵
東
魏
武
定
元
年

門
生
石
床
に
つ
い
て
（
黒
田

彰
）



し
、
家
へ
走
り
戻
る
董
黯
（
右
上
。
陽
明
本
ｅ
）
の
、
三
つ
の
場
面
を
描
く
。
こ

の
三
場
面
も
図
五
の
出
現
に
よ
り
、
始
め
て
世
に
知
ら
れ
る
に
至
っ
た
図
柄
で
あ

る
。
す
る
と
、
⑺
（
図
五
）
は
、
三
牲
強
要
の
場
面
を
含
ま
な
い
し
、
⑵
の
図
四

C
董
黯
墓
参
の
場
面
を
加
え
る
と
、
董
黯
図
に
は
、
七
つ
の
図
柄
が
存
す
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
事
実
は
、
例
え
ば
八
つ
の
場
面
を
擁
す
る
寧
夏
固
原
北
魏
墓
漆
棺

画
左

の
舜
図
に
次
い
で
、
北
魏
時
代
の
孝
子
伝
図
粉
本
に
関
す
る
、
或
る
見
方

を
齎
す
も
の
で
あ
る
。
列
女
伝
図
と
同
様
、
北
魏
時
代
の
孝
子
伝
図
に
粉
本
の
あ

っ
た
こ
と
は
最
早
、
疑
い
を
容
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
一
人
一
図
と
い
っ
た
よ
う
な
、

単
純
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
一
人
一
人
に
複
数
の
図
像
と
、
さ
ら
に
は

本
文
を
伴
う
、
可
成
り
大
掛
か
り
な
画
巻
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ひ
ょ
っ
と
す

る
と
、
そ
れ
は
、
例
え
ば
董
黯
図
巻
と
い
っ
た
風
に
、
孝
子
一
人
ず
つ
の
画
巻
に

分
か
れ
て
い
た
こ
と
も
、
十
分
に
想
定
さ
れ
る
。
拙
稿
Ⅲ
は
、
新
出
⑺
の
董
黯
図

に
見
え
る
、
新
た
な
五
場
面
の
出
現
を
め
ぐ
っ
て
、
研
究
史
に
お
け
る
そ
の
画
期

的
な
意
義
を
報
告
す
る
。

二

拙
稿
Ⅱ
は
、
⑷
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
の
正
面
左
板
左
に
描
か
れ
る
董
黯
図
を
、
始

め
て
紹
介
し
た
も
の
で
、
私
が
そ
の
図
像
と
巡
り
合
っ
た
経
緯
は
、
前
述
し
た
。

そ
の
⑷
の
董
黯
図
と
、
そ
の
後
に
出
現
し
た
⑸
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
美
術
館
蔵
北
魏
石

床
、
正
面
左
板
中
央
に
描
か
れ
る
董
黯
図
と
の
二
つ
の
図
像
を
、
図
六15

）

、
図
七
と

し
て
掲
げ
よ
う16

）

。
図
六
、
図
七
と
本
図
（
図
二
）
と
は
、
一
見
し
て
図
四
（
⑵
）

B
の
三
牲
強
要
の
場
面
の
系
譜
に
属
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
、
そ
れ
ら
は
、
例
え

図五 呉氏蔵北魏石床（三枚)（董黯)
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ば
図
四
C
や
図
五
（
⑺
）
が
、
物
語
の
ス
ト
ー
リ
ー
進
行
に
添
っ
た
図
柄
の
展
開

を
示
す
の
と
は
対
照
的
に
、
西
野
氏
が
指
摘
さ
れ
た
、
図
三
（
⑴
）
左
や
図
四
⑵

に
描
か
れ
る
、
三
牲
強
要
の
場
面
へ
の
董
黯
図
の
集
約
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
に
し
て
も
、
西
野
氏
、
長
廣
氏
の
研
究
や
拙
稿
Ⅰ
の
後
、
呉
氏
蔵
の
三
遺
品
を

中
心
と
し
て
、
⑷
｜
⑺
の
董
黯
図
が
出
現
し
た
こ
と
は
、
孝
子
伝
図
の
研
究
史
上
、

驚
く
べ
き
こ
と
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
北
魏
時
代
に
お
け
る
董
黯
図
の
爆
発

的
な
流
行
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
取
り
分
け
本
図
（
図
二
）
や
図
六
、
図
七

の
出
現
は
、
三
牲
強
要
の
場
面
の
人
気
が
高
か
っ
た
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。

図
六
は
、
本
図
（
図
二
）
に
も
酷
似
す
る
が
（
侍
者
は
い
な
い
）、
な
お
図
四

B
を
忠
実
に
再
現
し
た
か
の
観
が
あ
る
。
画
面
の
右
に
立
つ
の
が
王
奇
で
あ
る

（
左
向
き
）。
画
面
の
左
、
屋
内
に
坐
す
の
が
母
で
あ
る
（
右
向
き
）。
二
人
の
間

に
は
、
丸
い
盤
に
盛
っ
た
三
牲
が
置
か
れ
て
い
る
。
王
奇
は
、
顔
を
怒
ら
せ
、
右

手
を
剣
の
束
に
懸
け
る
。
母
は
、
左
の
掌
を
王
奇
に
向
け
、
制
止
の
状
を
示
し
て

い
る
。
王
奇
に
よ
る
三
牲
の
強
要
と
、
母
の
拒
絶
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

図
七
は
、
左
右
が
反
転
し
て
い
る
。
即
ち
、
画
面
右
に
、
屋
内
に
坐
す
母
（
左
向

き
）、
中
央
に
、
跪
い
て
両
手
で
食
器
を
捧
げ
持
つ
王
奇
（
右
向
き
）、
両
者
の
間

に
同
じ
く
、
丸
い
盤
に
盛
っ
た
三
牲
を
描
く
。
画
面
左
に
は
、
紐
飾
り
の
下
が
る

剣
を
、
高
々
と
捧
げ
て
立
つ
、
男
性
の
侍
者
が
い
る
。
王
奇
が
食
器
を
捧
げ
る
こ

と
や
、
母
が
袖
を
上
げ
て
嘆
き
の
様
を
表
わ
す
こ
と
な
ど
は
、
当
図
（
図
七
）
と

本
図
（
図
二
）
と
が
、
共
に
高
い
一
致
を
見
せ
る
点
と
し
て
、
特
に
注
目
す
べ
き

で
あ
る
。

図
三
、
図
四
の
題
記
に
つ
い
て
は
、
先
に
触
れ
た
が
、
図
六
ま
た
、
本
図
（
図

二
）、
図
七
に
も
そ
れ
が
あ
る
。
三
つ
の
題
記
を
併
せ
て
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で

図六 呉氏蔵北魏石床（董黯)図七 ヴァージニア美術館蔵北魏石床（董黯)
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あ
る
。⑴

王
寄奇

）日
殺

三
生牲

）

猶
為

不
孝

（
図
六
）

⑵
王
寄奇

）日
用

三
生牲

由猶
）為

不
孝

（
本
図

図
二

）

⑶
此
是
王
寄奇

）日
用

三
生牲

）

母
食
時
（
図
七
）

⑴
｜
⑶
の
題
記
は
、
三
者
の
図
柄
同
様
、
一
系
統
と
見
做
せ
る
程
よ
く
似
て
お
り
、

同
一
の
粉
本
か
ら
出
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
中
で
、
古
形
を
保
つ
の
が
⑴
で
あ
り
、

そ
れ
が
陽
明
本
孝
子
伝

部
の
直
接
的
な
引
用
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
拙
稿

Ⅱ
に
お
い
て
指
摘
し
た
。
⑵
は
、
殺
｜
用
（
⑶
も
同
じ
）、
猶
｜
由
の
文
字
異
同

が
あ
る
が
、
前
者
は
、
陽
明
本
ま
た
、
孝
経
に
見
え
、
後
者
は
、
音
通
に
よ
る
変

化
で
あ
ろ
う
。
⑶
は
、
や
や
崩
れ
が
目
立
ち
、
特
に
「
此
是
」「
母
食
時
」
が
加

わ
っ
て
い
る
が
（「
猶由

）為
不
孝
」
を
欠
く
）、
当
遺
品
（
⑹
）
は
、「
是
此
」
に
見

る
如
く
、
題
記
で
図
像
を
説
明
す
る
傾
向
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
、
特
に
「
母
食

時
」
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
当
図
（
図
七
）
や
本
図
（
図
二
）
の
王
奇
が
、

母
に
食
器
を
捧
げ
る
姿
に
描
か
れ
る
こ
と
と
密
接
に
関
連
し
、
当
図
の
図
柄
を
、

母
に
食
事
を
供
養
す
る
も
の
と
見
て
、
そ
れ
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
付
加
と
捉
え

る
こ
と
が
出
来
る17

）

（
後
述
、
郭
巨
、
董
永
図
参
照
）。
一
方
で
、「
猶由

）為
不
孝
」
の

四
字
を
落
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
董
黯
の
物
語
の
「
馬
鹿
息
子
話
」（
西
野
氏
）

と
し
て
の
本
貫
を
見
失
わ
せ
、
王
奇
に
よ
る
母
へ
の
三
牲
強
要
の
図
柄
を
、
単
な

る
母
へ
の
孝
養
図
と
誤
解
さ
せ
る
契
機
を
孕
む
の
で
あ
る
。

さ
て
、
⑴
（
図
三
）
に
関
し
、
陽
明
本
孝
子
伝
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

れ
が
董
黯
図
に
外
な
ら
な
い
こ
と
を
始
め
て

明
し
た
西
野
氏
は
、

こ
の
孝
子
伝
の
記
述
に
よ
つ
て
左
半
面
の
構
図
を
説
明
す
る
と
、
室
内
左
手

に
右
を
向
い
て
坐
す
る
の
は
王
奇
の
母
で
、
手
に
す
る
の
は
所
謂
団
扇
で
あ

る
…
…
そ
の
前
に
見
え
る
盤
乃
至
盒
の
如
き
も
の
の
上
に
盛
ら
れ
た
の
は
大

食
を
強
い
ら
れ
た
三
牲
で
、
王
奇
の
母
は
そ
の
前
に
前
方
を
向
い
て
立
ち
顔

を
母
に
向
け
る
王
奇
に
対
し
、
扇
面
に
よ
つ
て
顔
を
障
つ
て
困
頓
の
状
を
呈

す
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
此
の
三
牲
は
王
侯
の
礼
で
庶
人
の
な
し
能
る
所

で
な
く
、
孝
経
の
言
う
所
も
喩
で
あ
る
事
は
言
う
迄
も
な
い
。
例
え
ば
太
康

起
居
注
（
御
覧
八
六
三
）
に
「
石
崇
崔
亮
母
疾
、
日
賜
清
酒
粳
米
各
五
升
、

猪
羊
肉
各
一
斤
半
」
と
あ
る
如
く
、
重
臣
の
母
が
病
篤
く
し
て
漸
く
二
牲
を

賜
つ
て
い
る
に
過
ぎ
ぬ
。
そ
し
て
、
此
の
説
話
で
三
牲
を
羅
列
す
る
の
は
、

い
わ
ば
此
の
説
話
は
、
貧
と
富
、
孝
と
不
孝
を
甚
だ
対
照
的
に
用
い
て
い
る

の
で
、
特
に
不
孝
息
子
の
愚
か
さ
を
誇
張
し
た
部
分
と
し
て
挿
入
し
た
も
の

で
、
朝
も
昼
も
、
又
晩
も
と
い
う
御
馳
走
攻
め
の
表
現
か
ら
も
そ
の
目
的
は

こ
の
説
話
の
読
者
に
、
そ
の
息
子
の
あ
ま
り
に
も
愚
か
な
不
道
徳
性
に
あ
き

れ
て
哄
笑
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
も
の
で
あ
つ
た
か
と
思
う
。
そ
し
て
こ
の

説
話
は
後
の
我
国
の
馬
鹿
息
子
話
に
も
一
脈
相
通
ず
る
も
の
が
あ
り
、
恐
ら

く
は
民
間
に
語
り
伝
え
ら
れ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
あ
る
時
期
に
笑
話
と
し

て
仮
空
に
作
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
広
く
は
伝
わ
ら
な
か
つ
た
事

に
よ
つ
て
想
像
さ
れ
る

と
述
べ
て
、
王
奇
と
母
の
間
の
盤
上
に
盛
ら
れ
た
も
の
が
、
牛
羊

（
猪
）
の
三

牲
（
孝
紀
紀
行
章
）
で
あ
ろ
う
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た18

）

。
さ
ら
に
そ
の
三
牲
が
、
㈡

（
図
四
B
）
に
お
い
て
、
極
め
て
具
体
的
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し

た
の
は
、
長
廣
敏
雄
氏
で
、
長
廣
氏
は
、

画
面
前
方
左
寄
り
に
、
牛
と
羊
と
猪
が
な
ら
ん
で
い
る
の
は
、
三
牲
を
意
味

す
る
こ
と
う
た
が
い
な
い
。
猪
は
小
豚
の
よ
う
で
、
四
肢
を
上
に
む
け
て
、
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ひ
っ
く
り
か
え
っ
て
い
る

と
さ
れ
た
の
で
あ
る19

）

。
長
廣
氏
の
発
見
は
大
変
、
重
要
で
、
図
中
に
実
際
、
三
牲

の
姿
を
描
き
出
す
こ
と
は
、
新
出
の
⑷
、
⑸
、
⑹
三
例
の
董
黯
図
全
て
に
確
認
さ

れ
る
こ
と
が
、
そ
の
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
図
八
は
、
⑵
（
図
四
）、
⑷
（
図

六
）、
⑸
（
本
図

図
二

）、
⑹
（
図
七
）
の
三
牲
の
部
分
を
一
覧
と
し
て
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
図
八
の
⑷
⑸
⑹
な
ど
を
見
る
と
、
か
つ
て
西
野
氏
の
、「
盤
乃

至
盒
の
如
き
も
の
の
上
に
盛
ら
れ
た
の
は
大
食
を
強
い
ら
れ
た
三
牲
で
」
と
言
わ

れ
た
こ
と
が
、
六
十
年
の
時
を
経
て
、
そ
の
ま
ま
当
嵌
る
図
像
と
な
っ
て
い
る
こ

と
に
、
驚
き
を
禁
じ
得
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
図
八
を
通
覧
す
る
と
、
そ
れ
ら
四
例

の
三
牲
の
内
容
に
、
微
妙
な
異
同
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
即
ち
、
四
例

の
そ
れ
ぞ
れ
左
か
ら
、

⑵
牛
、
羊
、

⑷
羊
、
牛
、

⑸
鶏
、

、
羊

⑹

、
鶏
、
羊

と
な
っ
て
い
て
、
⑵
⑷
は
、
同
じ
牛
、
羊
、

の
所
謂
三
牲
だ
が
、
⑸
⑹
に
は
、

⑵
⑷
の
牛
に
代
わ
り
、
鶏
が
入
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
ま

た
、
⑸
⑹
の
右
は
、
犬
の
よ
う
に
も
見
え
る
）。
こ
の
こ

と
は
一
体
、
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

西
野
氏
が
牛
、
羊
、

（
猪
）
を
三
牲
と
さ
れ
た
の
は
、

孝
経
孔
安
国
伝
を
始
め
と
す
る
正
統
且
つ
、
古
典
的
な
解

釈
と
す
べ
く
、
ま
た
、
三
牲
を
太
牢
、
牛
を
除
い
た
二
牲

を
少
牢
と
も
称
す
る
（
春
秋
公
羊
伝
桓
公
八
年
冬
何
休
注

等
。
牢
は
、
御
馳
走
の
意
）。
そ
し
て
、
⑵
⑷
の
図
柄
は
、
正
し
く
そ
の
西
野
説

に
合
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
牛
に
代
わ
っ
て
鶏
の
描
か
れ
る
、
⑸
⑹
の
鶏
に
着

目
す
る
と
、
例
え
ば
『
漢
語
大
詞
典
』「
三
牲
」
に
牛
、
羊
、

を
、「
俗
謂

大

三
牲

」
と
す
る
説
と
共
に
、

猪
・
魚
・
鶏
。
俗
謂

小
三
牲

と
す
る
、
興
味
深
い
一
説
が
目
に
止
ま
る
。
こ
の
説
は
唐
、
韓
愈
の
「
故
太
学
博

士
李
君
墓
誌
銘
」（
昌
黎
先
生
集
三
十
四
所
収
）
に
、

五
穀
三
牲
…
…
豚
魚
鶏
三
者
、
古
以

養

老

と
あ
る
所
ま
で
し
か
溯
れ
な
い
が
（
李
君
は
、
長
慶
三

八
二
三

年
没
）、
少

な
く
と
も
唐
代
以
前
、
鶏
を
含
む
小
三
牲
と
い
う
も
の
が
、
成
立
し
て
い
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
さ
て
、
こ
の
こ
と
は
、「
王
侯
の
礼
で
庶
人
の
な
し
能
る
所
で

な
」（
西
野
氏
）
い
、
牛
、
羊
、

（
猪
）
の
三
牲
が
正
統
且
つ
、
古
典
的
な
概

念
と
し
て
な
お
存
続
す
る
一
方
で
、
そ
れ
が
民
間
に
も
入
り
、
そ
の
牛
、
羊
を
魚
、

鶏
に
代
え
た
、
よ
り
庶
民
的
な
小
三
牲
が
成
立
、
展
開
し
て
い
っ
た
事
実
を
物
語

る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
⑸
⑹
に
は
、
小
三
牲
の
鶏
は
描
か
れ
て
い
る
が
、
魚

は
未
だ
描
か
れ
て
い
な
い
。
す
る
と
、
北
朝
末
期
の
⑸
⑹
は
、
唐
代
に
「
豚
魚

図八 三牲一覧

(2)

(4)

(5)

(６)

一
〇

呉
氏
蔵
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鶏
」
の
小
三
牲
が
確
立
す
る
以
前
、
民
間
に
お
い
て
牛
、
羊
、

の
三
牲
（
大
三

牲
）
が
変
貌
を
遂
げ
る
、
そ
の
過
程
を
如
実
に
示
す
、
非
重
に
重
要
な
図
像
資
料

と
位
置
付
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
さ
ら
に
何
故
、
牛
に
代
わ
っ
て
鶏
が
入
っ
て
来

る
の
か
と
い
う
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
例
え
ば
古
来
、
六
牲
（
馬
、
牛
、
羊
、

、

犬
、
鶏
）、
と
い
う
犠
牲
の
概
念
も
あ
っ
て
（
周
礼
天
官
膳
夫
注
）、
⑸
⑹
の
右
が

犬
の
よ
う
に
も
見
え
る
こ
と
な
ど
を
含
め
、
北
魏
時
代
か
ら
唐
代
に
か
け
て
の
、

三
牲
の
観
念
の
変
遷
を
辿
り
直
す
こ
と
が
、
な
お
今
後
の
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
図
八
の
⑷
⑸
⑹
な
ど
が
、
文
献
資
料
の
欠
を
補
っ
て
余
り
あ
る
、
貴

重
な
図
像
資
料
の
出
現
を
意
味
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
そ
れ
は
、
研
究
史

的
に
見
れ
ば
前
述
、
西
野
説
の
深
化
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
を
、
最
後
に
断
わ
っ
て

お
き
た
い
。

三

図
九
は
、

門
生
石
床
正
面
に
描
か
れ
た
、
二
図
の
郭
巨
図
を
併
せ
示
し
た
も

の
で
あ
る
（
A
は
、
正
面
右
板
右
、
B
は
、
正
面
左
板
左
）。
両
図
に
は
、

・
孝
子
郭
巨
与
母
食
（
A
）

・
郭
巨
生

）児
天
賜
金
一
釜
（
B
）

の
題
記
が
あ
る
。
A
の
画
面
右
に
は
、
箪
を
捧
げ
て
立
つ
妻
、
食
器
を
捧
げ
て
跪

く
、
郭
巨
と
子
供
（
共
に
左
向
き
）、
左
に
は
、
屋
内
に
坐
す
母
（
右
向
き
）
を

描
く
。
B
の
画
面
右
に
は
、
すき

を
両
手
に
握
り
、
穴
を
掘
る
郭
巨
（
左
向
き
）、

中
央
に
は
、
跪
く
子
供
（
左
向
き
）、
左
に
は
、
左
手
を
上
げ
な
が
ら
天
を
仰
い

で
跪
く
妻
（
右
向
き
）、
上
に
は
、
下
半
身
を
横
た
え
、
上
半
身
を
立
て
て
振
り

図九 門生石床（郭巨)

B A
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返
る
天
女
（
左
向
き
）、
そ
の
下
に
は
、
空
中
に
浮
か
ぶ
黄
金
の
釜
を
描
く
。
こ

の
天
女
と
釜
が
特
異
で
あ
る
。
A
、
B
の
順
序
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。
本
図

の
典
拠
と
な
っ
た
、
陽
明
本
孝
子
伝
５
郭
巨
条
の
本
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で

あ
る
。郭

巨
家
貧
養
母

者
、
河
内
人
也
。
時
年
荒
。
夫
妻
昼
夜
懃
作
、
以
供

養
母
。
其
婦
忽

然
生

一
男
子
。
便
共
議
言
、
今
養

此
児
、
則
廃

母
供
事
。
仍
掘堀

）

地
埋

之
。
忽
得

金
一
釜
。
々
上
題
云
、
黄
金
一
釜
、
天
賜

郭
巨
。
於

是
遂
致

富
貴
、
転

孝
蒸
々
。
賛
曰
、
孝
子
郭
巨
、
純
孝
至
真
。
夫
妻
同

心
、
殺

子
養

親
。
天
賜

黄
金
、
遂
感

明
神
。
善
哉
孝
子
、
富
貴
栄

身

二
〇
一
二
年
に
私
が
呉
氏
の
知
遇
を
得
る
以
前
、
管
見
に
入
っ
て
い
た
郭
巨
図

と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
十
一
例
の
遺
品
が
あ
る
。

⑴
江
蘇
徐
州
仏
山
画
象
石
墓

⑵
寧
夏
固
原
北
魏
墓
漆
棺
画

⑶
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺

⑷
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
北
魏
石
床

⑸
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺

⑹C
.T
.L
o
o

旧
蔵
北
魏
石
床

⑺
洛
陽
古
代
芸
術
館
蔵
北
魏
石
床

⑻
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
斉
石
床

⑼
鄧
県
彩
色
画
象

襄
陽

家
沖
画
象

墓

陝
西
歴
史
博
物
館
蔵
三
彩
四
孝
塔
式
缶

そ
の
後
、
本
図
（
図
九
）
を
始
め
と
す
る
、
呉
氏
蔵
遺
品
四
点
を
含
め
て
、
次
の

八
例
の
郭
巨
図
が
出
現
を
見
た
。

呉
氏
蔵
北
魏
石
床

呉
氏
蔵
北
魏
石
床
脚
部

呉
氏
蔵

門
生
石
床
（
本
図
）

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
美
術
館
蔵
北
魏
石
床

安
陽
固
岸
東
魏
石
床

襄
陽
清
水
溝
Ｍ
１
南
朝
墓
画
象

襄
陽
柿
庄
Ｍ
15
南
朝
墓
画
象

呉
氏
蔵
北
魏
崑
崙
石
床

上
記
⑴
｜

の
郭
巨
図
は
、
孝
子
伝
の
郭
巨
の
物
語
に
従
い
、
以
下
の
①
｜
⑥
の

場
面
の
い
ず
れ
か
を
描
く
。

①
供
養
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）

②
道
行

③
穴
掘
り
、
黄
金

④
運
搬

⑤
供
養
（
大
団
円
１
）

⑥
官
の
黄
金
返
還
（
大
団
円
２
）

孝
子
伝
、
さ
ら
に
二
十
四
孝
の
郭
巨
図
と
し
て
有
名
な
の
が
③
穴
掘
り
、
黄
金
の

場
面
で
、
⑴
⑻
⑼

及
び
、

の
七
例
は
、
③
を
単
独
の
郭
巨
図
と
す
る
。

ま
た
、
⑤
供
養
（
大
団
円
１
）
を
郭
巨
図
と
す
る
も
の
も
、
三
例
あ
る
（
⑶
⑺

。

但
し
、
⑺
に
は
黄
金
が
描
か
れ
な
い
）。
残
る
九
遺
品
は
、
全
て
二
連
以
上
の
複

雑
な
構
成
を
持
つ
郭
巨
図
で
、
③
⑤
を
二
連
と
す
る
も
の
（
⑹

。
但
し
、
⑤

に
黄
金
な
し
）、
①
③
を
二
連
と
す
る
も
の
（

本
図

）、
①
②
（
④
）
③
を

一
二

呉
氏
蔵
東
魏
武
定
元
年

門
生
石
床
に
つ
い
て
（
黒
田

彰
）



三
（
四
）
連
と
す
る
も
の
（
⑵
）、
③
④
⑤
を
三
連
と
す
る
も
の
（
⑷
⑸
。
但
し
、

⑸
の
⑤
に
黄
金
な
し
）、
④
⑤
⑥
を
三
連
と
す
る
も
の
（

）、
①
｜
⑥
を
六
連
と

す
る
も
の
（

。
但
し
、
⑤
に
黄
金
な
し
）
な
ど
、
多
様
な
展
開
を
示
す
に
到
っ

て
い
る
。
小
稿
で
は
、
上
記
⑴
｜

の
郭
巨
図
の
内
、
新
出
の

｜

八
図
の
紹

介
を
中
心
に
、
本
図
（

）
の
出
現
が
提
起
す
る
、
研
究
上
の
課
題
を
略
述
し
て

み
た
い
。

ま
ず
③
穴
掘
り
、
黄
金
の
場
面
を
描
く
、
新
出
の
四
図
を
紹
介
す
る
。
図
十
は
、

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
美
術
館
蔵
北
魏
石
床
左
側
板
右
に
描
か
れ
た
郭
巨
図20

）

（
題
記

「
孝
子
郭
鉅巨

）殺
児
養
母〔

賜天
黄
〕

金
一
釜
」）、
図
十
一
は
、
襄
陽
南
朝
墓
画
象

の
郭
巨

図
三
図
（
１

家
沖
Ｍ
１
、
２
清
水
溝
Ｍ
１
、
３
柿
庄
Ｍ
15
出
土
）
を
示
し
た
も

の
で
あ
る21

）

（
１
は
、
一
九
八
四
年
に
出
土
し
た
も
の
だ
が

『
江
漢
考
古
』
86
・

１

、
今
般
原
石
の
写
真
が
公
開
さ
れ
た
の
で
、
併
せ
示
す
）。
図
十
は
、
画
面
右

下
に
黄
金
の
釜
、
そ
の
左
に
、
妻
と
子
（
共
に
右
向
き
、
左
へ
振
り
返
る
）、
左

手
で
肩
に

を
担
ぐ
郭
巨
（
右
向
き
）
を
描
く
。
掘
り
出
さ
れ
た
黄
金
の
釜
が
描

か
れ
て
い
る
所
か
ら
、
③
穴
掘
り
、
黄
金
の
場
面
と
解
さ
れ
る
が
、
三
人
が
右
へ

と
歩
む
様
子
か
ら
は
、
④
運
搬
の
場
面
を
兼
ね
た
も
の
と
見
做
す
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。
も
し
そ
の
よ
う
に
見
做
す
な
ら
ば
、
図
十
の
三
人
は
後
述
、

呉
氏
蔵
北

魏
石
床
脚
部
の
郭
巨
図
④
（
②
）
及
び
、
呉
氏
蔵
北
魏
崑
崙
石
床
の
郭
巨
図
A

（
④
）
な
ど
と
酷
似
す
る
の
で
あ
っ
て
、
当
図
の
極
め
て
複
雑
な
成
立
事
情
を
示

す
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
図
十
一
１
は
、
画
面
右
に
、
両
手
に
握
っ
た

に
右
足

を
掛
け
る
郭
巨
（
左
向
き
）、
中
央
下
に
、
黄
金
の
釜
、
左
に
、
子
供
を
抱
い
て

立
つ
妻
（
右
向
き
）
を
描
く
。
２
、
３
は
、
そ
の
左
右
を
反
転
さ
せ
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
一
九
五
七
年
に
出
土
し
た
鄧
県
彩
色
画
象

（
榜
題

「
金
壱
釜
」「
郭
巨
」。
但
し
、
文
字
が
裏
返
る
）
と
一
系
の
、
稀
少
な
南
朝
の
郭

巨
図
で
あ
る
（
図
像
配
置
は
２
、
３
と
同
じ
）。

次
に
、
新
出
二
連
の
郭
巨
図

、

を
⑹
と
共
に
紹
介
す
る
。
図
十
二
は
、
⑹

C
.T
.L
o
o

旧
蔵
北
魏
石
床
正
面
右
板
右
、
中
央
の
郭
巨
図22

）

（
題
記
A
「
孝
子
郭

巨
」、
B
「
孝
子
郭
巨
天
賜
皇黄

）金
」）、
図
十
三
は
、

呉
氏
蔵
北
魏
石
床
同
上
の

郭
巨
図23

）

（
題
記
A
「
孝
子
郭
巨巨
）殺

児
養
母
」、
B
「
孝
子
郭
巨巨
）」）、

図
十
四
は
、

安
陽
固
岸
東
魏
石
床
正
面
左
板
左
、
中
央
の
郭
巨
図
（
題
記
A
「
郭
巨巨
）夫

妻
埋

児
天
賜
黄
金
与
之
」、

「
孝
子
郭
巨巨
）丑

祠
孫
児
時
」）
を
示
し
た
も
の
で
あ
る24

）

。

こ
れ
ら
三
図
は
、
い
ず
れ
も
③
穴
掘
り
、
黄
金
、
⑤
供
養
（
大
団
円
１
）
の
二
つ

の
場
面
を
、
二
連
の
郭
巨
図
と
す
る
。
図
十
二
A
は
、
画
面
中
央
に
、
両
手
で
握

っ
た

に
左
足
を
掛
け
る
郭
巨
、
左
に
子
供
を
抱
い
て
立
つ
妻
を
描
く
（
共
に
右

向
き
）。

の
下
に
見
え
る
の
が
黄
金
の
釜
で
あ
る
。
B
は
、
画
面
右
に
、
牀
上

図十 ヴァージニア美術館蔵北魏石床（郭巨)
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図十一 襄陽南朝墓画象 （郭巨。１ 家沖Ｍ１、２清水溝Ｍ１、３柿庄Ｍ15出土)

１

２

３

一
四

呉
氏
蔵
東
魏
武
定
元
年

門
生
石
床
に
つ
い
て
（
黒
田

彰
）



図十二 C･T･Loo旧蔵北魏石床（郭巨)

図十三 呉氏蔵北魏石床（郭巨)

B A

B A
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に
並
ん
で
拱
手
し
跪
く
妻
と
郭
巨
（
共
に
左
向
き
）、
左
に
、
牀
上
に
拱
手
し
て

坐
す
母
（
右
向
き
）
を
描
く
。
母
を
誤
っ
て
男
形
と
し
（
冠
を
被
る
）、
黄
金
、

子
供
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
図
十
三
A
は
、
画
面
右
に
、
子
供
を
抱
い

て
立
つ
妻
（
左
向
き
）、
左
に
、
両
手
で
握
っ
た

に
左
足
を
掛
け
る
郭
巨
（
右

向
き
）、

の
右
に
黄
金
の
釜
を
描
く
。
B
は
、
画
面
右
に
、
左
を
向
い
て
立
つ

郭
巨
と
妻
、
左
に
、
屋
内
に
坐
す
母
（
右
向
き
）
と
子
供
（
左
向
き
）
を
描
く
。

黄
金
の
釜
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
当
図
の
二
つ
の
題
記
が
陽
明
本
孝
子
伝

線

部
の
直
接
的
引
用
と
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
当
石
床
の
董
黯
図
（
図
六
）
の
ケ
ー
ス

に
同
じ
い25

）

。
図
十
四
A
B
は
、
二
〇
〇
七
年
に
河
南
省
安
陽
県
の
固
岸
墓
地
Ⅱ
区

Ｍ
57
か
ら
出
土
し
た
、

安
陽
固
岸
東
魏
石
床
の
郭
巨
図
で
、
当
石
床
は
、
東
魏

武
定
六
（
五
四
八
）
年
謝
氏

僧
暉
の
墓
誌
な
ど
を
伴
う
、
ま
た
、
ソ
グ
ド
と
の

関
連
が
指
摘
さ
れ
る
、
貴
重
な
遺
品
で
あ
る26

）

。
さ
て
、
図
十
四
A
B
は
、
図
十
三

A
B
と
酷
似
す
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
B
に
お
け
る
郭
巨
夫
婦

の
位
置
が
入
れ
替
わ
る
等
の
小
異
は
あ
る
が
、
A
B
に
描
か
れ
る
子
供
の
様
子
を

始
め
と
し
て
、
草
木
に
到
る
ま
で
、
図
十
四
は
、
図
十
三
と
殆
ど
瓜
二
つ
な
の
で

あ
り
、
両
者
が
同
じ
粉
本
か
ら
出
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
、
恰
好
の
例
と
な
っ

て
い
る
。
加
え
て
、

と

と
の
二
遺
品
に
は
、
馬
や
牛
、
侍
者
の
図
像
な
ど
に

も
酷
似
す
る
も
の
が
あ
り
、
両
遺
品
の
考
古
学
、
美
術
史
的
な
比
較
検
討
は
、
な

お
今
後
の
重
要
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。
図
十
四
B
は
、
図
十
三
B
と
の
対
比
か
ら
、

⑤
供
養
（
大
団
円
１
）
の
図
像
と
見
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
が
（
黄
金
の
釜
は
、
や

は
り
見
え
な
い
）、
問
題
は
、
そ
の
題
記
、

孝
子
郭
巨巨
）、

丑
祠
孫
児
時

で
あ
る27

）

（
図
十
五
）。
こ
の
題
記
は
、
後
半
が
頗
る
難
解
で
、
陽
明
本
孝
子
伝
等

図十四 安陽固岸東魏石床（郭巨)

A B

一
六

呉
氏
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武
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元
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門
生
石
床
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つ
い
て
（
黒
田

彰
）



に
見
当
た
ら
な
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
仮

に
、

孝
子
郭
巨巨
）、

丑

祠
孫
児
時

（
孝
子
郭
巨巨
）、祠ほこら

を
丑はじ
む
る
孫
児
の
時
）

と
訓
読
す
れ
ば
、
そ
の
祠
と
は
、
例
え
ば
有

名
な
山
東
省
の
孝
堂
山
石
祠
の
こ
と
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
孝
堂
山
石
祠
に
は
早
く

か
ら
、
そ
れ
を
「
郭
巨
之
墓
」「
孝
子
之
堂
」

と
す
る
伝
承
が
あ
り
、
北
斉
の

東
王
胡
長

仁
が
武
平
元
（
五
七
〇
）
年
に
当
地
を
訪
れ
、

孝
堂
山
石
祠
の
西
壁
外
側
に
感
孝
頌
を
刻
し

て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
も
周
知
の
事
実
で
あ

る28
）

（
図
十
六
。
胡
長
仁
に
関
し
て
は
、
北
斉

書
四
十
八
、
北
史
八
十
に
伝
が
載
る
）。
こ
の
事
実
か
ら
北
魏
末
以
前
に
は
、
孝

堂
山
石
祠
を
郭
巨
の
墓
、
孝
子
の
堂
な
ど
と
す
る
伝
承
の
流
布
し
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
が
、
当
題
記
は
、
そ
の
こ
と
に
言
及
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
無
論
、
当

題
記
は
、
図
十
四
B
の
図
柄
と
は
一
致
し
な
い
。
題
記
と
図
柄
と
の
ず
れ
は
、
決

し
て
珍
し
く
は
な
い
が
（
図
三
参
照
）、
郭
巨
図
の
粉
本
と
し
て
、
郭
巨
物
語
の

画
巻
一
巻
が
想
定
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
、
そ
の
画
巻
末
辺
り
に
、
郭
巨
の
子
孫
に

よ
る
祠
堂
建
立
場
面
の
存
し
た
こ
と
は
、
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

図十五 郭巨図(Ｂ)題記

図十六 胡長仁の感孝頌
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四

次
に
、
三
連
以
上
の
郭
巨
図
と
し
て
、
四
例
の
遺
品
が
数
え
ら
れ
（
⑵
、
⑷
⑸
、

、

六
連

）、
そ
の
内
の
二
例
が
新
出
の
遺
品
で
あ
る
（

、

）。
そ
も

そ
も
二
〇
一
二
年
三
月
、
深
圳
博
物
館
に
お
い
て

呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
図
十
三
。

ま
た
、
図
六
）
と
共
に
、
私
が
目

し
た
の
が

呉
氏
蔵
北
魏
石
床
脚
部
で
あ
っ

て
（
図
十
七
）、
そ
の
折
に
私
が
仰
天
し
た
の
は
、

が
、

㈠
石
床
前
脚
部
分
に
孝
子
伝
図
の
描
か
れ
る
初
例
で
あ
る
こ
と
。

㈡
六
連
図
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
全
て
が
郭
巨
図
で
あ
る
こ
と
。

の
二
点
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
石
床
囲
屛
部
分
に
描
か
れ
た
孝
子
伝
図
は
、
こ
れ

ま
で
幾
つ
も
見
て
来
た
が
、
そ
れ
が
前
脚
部
分
に
も
描
か
れ
得
る
こ
と
は
、
そ
の

時
私
の
始
め
て
知
っ
た
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
三
連
以
上
の
孝
子
伝
図
が
描
か
れ

た
こ
と
は
、
例
え
ば
一
九
八
一
年
に
出
土
し
た
寧
夏
固
原
北
魏
墓
漆
棺
画
（
⑵
）

の
左
側
上
欄
に
、
八
連
の
舜
図
が
現
存
す
る
こ
と
か
ら
、
十
分
あ
り
得
る
こ
と
は

予
想
さ
れ
た
も
の
の
、
何
分
孤
例
に
留
ま
る
こ
と
を
難
と
し
た
が
、

の
出
現
は
、

そ
の
こ
と
の
証
明
を
意
味
す
る
と
同
時
に
、
画
面
を
区
切
る
三
角
形
の
山
型
が
、

⑵

両
者
の
深
い
関
係
を
示
し
て
い
た
こ
と
は
、
私
を
心
底
驚
か
せ
た
の
で
あ
る
。

の
郭
巨
図
に
つ
い
て
は
、
一
昨
年
の
拙
稿
「
郭
巨
図

｜
呉
強
華
氏
蔵
北
魏
石

床
脚
部
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
｜
」
に
お
い
て
紹
介
し
た
の
で29

）

、
具
体
的
な
事
柄

に
関
し
て
は
、
そ
ち
ら
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
、
本
図
（
図
九

）
と
、
新
出

の

、

の
郭
巨
図
と
の
関
連
を
考
え
て
み
る
。

図
十
七
は
、

呉
氏
蔵
北
魏
石
床
脚
部
の
郭
巨
図
②
｜
⑥
の
五
場
面
を
掲
げ
た

も
の
で
あ
る30

）

（
③
の
右
に
あ
る
①
を
省
略
）。

の
数
あ
る
特
色
の
中
で
、
例
え

図十七 呉氏蔵北魏石床脚部（郭巨)

④ ② ③

⑥ ⑤
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ば
⑥
官
の
黄
金
返
還
（
大
団
円
２
）
の
場
面
が
、
始
め
て
知
ら
れ
た
こ
と
な
ど
は
、

そ
の
最
た
る
も
の
と
言
え
よ
う
が
、
な
お
呉
氏
の
蒐
集
品
に
は
、
⑥
の
場
面
を
有

す
る
遺
品
が
あ
る
。
図
十
八
は
、

呉
氏
蔵
北
魏
崑
崙
石
床
（
仮
称
）
の
正
面
右

板
、
左
端
の
男
性
墓
主
像
か
ら
続
く
、
郭
巨
図
A
B
C
を
示
し
た
も
の
で
あ
る31

）

。

A
は
、
画
面
左
か
ら
、

を
肩
に
振
り
返
る
郭
巨
、
子
供
の
手
を
引
く
妻
及
び
、

子
供
を
描
く
（
共
に
左
向
き
）。
B
は
、
立
っ
て
い
る
妻
、
跪
い
て
黄
金
の
釜
を

捧
げ
る
郭
巨
（
共
に
右
向
き
）、
屋
内
に
坐
す
母
と
子
供
（
共
に
左
向
き
）
を
描

く
。
C
は
、
画
面
左
奥
に
立
つ
郭
巨
夫
婦
と
、
そ
の
前
に
黄
金
を
捧
げ
る
官
人

（
共
に
右
向
き
）、
屋
内
に
坐
す
母
を
描
く
（
左
向
き
）。
さ
て
、
図
十
八
A
B
C

が
、
図
十
七
④
（
②
）
⑤
⑥
の
三
場
面
に
対
応
す
る
こ
と
は
、

両
者
の
三
場

面
の
構
図
が
、
左
右
こ
そ
反
転
し
て
い
る
も
の
の
、
殆
ど
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら

明
ら
か
で
あ
る
（
図
十
九
）。
即
ち
、
図
十
八
は
、

A

④
運
搬
（
な
い
し
、
②
道
行
）

B

⑤
供
養
（
大
団
円
１
）

C

⑥
官
の
黄
金
返
還
（
大
団
円
２
）

の
三
場
面
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
定
出
来
る
。
ま
た
、
前
掲
図
十
、

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
美
術
館
蔵
北
魏
石
床
の
郭
巨
図
の
図
柄
が
、
④
運
搬
の
場
面
に
外

な
ら
な
い
こ
と
も
、
図
十
八
A
や
図
十
七
④
（
②
）
と
の
比
較
か
ら
、
具
体
的
に

確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

こ
こ
で
、

呉
氏
蔵
北
魏
崑
崙
石
床
の
こ
と
に
、
少
し
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
当
石
床
は
現
在
、
四
枚
の
囲
屛
、
一
対
の
石
闕
、
前
脚
の
五
点
か
ら
成
っ
て

お
り
、
一
枚
の
囲
屛
を
そ
れ
ぞ
れ
四
面
に
区
切
る
、
新
出
の
遺
品
で
あ
る
。
右
側

板
の
右
か
ら
二
番
目
の
侍
者
図
と
し
て
、
珍
し
い
崑
崙
図
像
が
描
か
れ
て
い
る
所

図十八 呉氏蔵北魏崑崙石床（郭巨)
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か
ら
、
そ
れ
を
当
石
床
の
仮
称

と
し
た
。
図
二
十
は
、
当
石
床

の
内
容
を
、
概
念
図
化
し
て
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
図
十
八
の

郭
巨
図
A
B
C
は
、
正
面
右
板

に
描
か
れ
る
が
、
当
石
床
の
左

側
板
に
は
、
も
う
一
図
の
孝
子

伝
図
が
描
か
れ
て
お
り
（
図
二

十
一
左
）、
そ
れ
は
、
９
丁
蘭

図
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
画

面
左
に
立
つ
の
が
丁
蘭
、
屋
内

に
坐
す
の
が
木
母
で
あ
る32

）

（
共

に
右
向
き
）。
図
二
十
一
右
は
、

侍
者
で
あ
ろ
う
が
、
或
い
は
、

見
方
に
よ
っ
て
は
、
図
二
十
一

の
二
面
を
一
連
と
し
て
、
例
え

ば
郭
巨
図
の
①
供
養
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
の
場
面
と
見
え
な
い
こ
と
も
な
く
、
再
考

を
期
し
た
い
。
と
こ
ろ
で
、
図
二
十
を
見
る
と
、
当
石
床
に
は
聊
か
奇
異
な
点
が

幾
つ
か
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
目
立
つ
の
は
、
例
え
ば
男
性
墓
主
像
（
正
面
右
板

左
）
と
対
に
な
る
、
女
性
墓
主
像
が
な
い
こ
と
で
あ
る
（
正
面
左
板
右
）。
ま
た
、

馬
（
右
側
板
右
）
と
対
に
な
る
、
牛
が
通
常
の
位
置
か
ら
ず
れ
て
お
り
（
左
側
板

右
半
）、
し
か
も
馬
が
一
面
し
か
占
め
な
い
の
に
、
牛
は
二
面
に
亙
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
さ
ら
に
郭
巨
図
三
面
と
対
に
な
る
、
正
面
左
板
の
三
面
は
、
孝
子
伝

図十九 (13)と(19)の対照

A B C

④ ② ⑥ ⑤

侍
者

男
性
墓
主

５
郭
巨
A

５
郭
巨
B

５
郭
巨
C

牛

⎧

⎨

⎩

侍者 崑崙

９丁蘭 馬

図二十 呉氏蔵北魏崑崙石床の内容
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図
で
な
く
、
暴
虎

河
等
の
図
（
詩
経
小
雅
小
旻
に
基
づ
く
）
と
な
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
で
あ
る33

）

。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
考
え
る
と
、
現
存

呉
氏
蔵
北
魏
崑
崙
石
床

の
囲
屛
四
枚
は
、
一
組
の
そ
れ
と
は
認
め
難
く
、
二
組
以
上
の
そ
れ
が
組
み
合
わ

さ
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
よ
う
。
さ
ら
に
釘
穴
か
ら
は
、
左
右
の
側
板
の
位
置
は

合
っ
て
い
る
が
、
正
面
左
板
は
右
板
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は

と
も
あ
れ
、
例
え
ば

呉
氏
蔵
北
魏
崑
崙
石
床
の
、
男
性
墓
主
の
右
に
描
か
れ
た
、

郭
巨
図
A
B
C
（
図
十
八
）
が
、
一
組
の
石
床
の
正
面
右
板
の
も
の
で
あ
る
こ
と

は
、
間
違
い
な
い
。
実
は
そ
こ
に
、
石
床
囲
屛
の
孝
子
伝
図
配
列
を
め
ぐ
る
、
大

き
な
問
題
が
横
た
わ
る
。

北
魏
時
代
の
石
床
囲
屛
に
描
か
れ
た
、
孝
子
伝
図
の
配
列
に
つ
い
て
、
林
聖
智

氏
は
、
平
成
十
五
（
二
〇
〇
三
）
年
の
「
北
朝
時
代
に
お
け
る
葬
具
の
図
像
と
機

能
｜
石
棺
床
囲
屛
の
墓
主
肖
像
と
孝
子
伝
図
を
例
と
し
て
｜
」
と
題
す
る
論

に

お
い
て
、
画
期
的
な
説
を
提
唱
さ
れ
た34

）

。
そ
の
説
は
、
ま
ず
囲
屛
図
像
の
中
心
を

男
性
（
右
）、
女
性
墓
主
（
左
）
の
肖
像

と
し
、
馬
（
右
）
と
牛
（
左
）
を
伴
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
（
図
二
十
二
）。
そ
し

て
、
囲
屛
に
描
か
れ
る
孝
子
伝
図
は
、
陽

明
本
孝
子
伝
の
順
序
（
目
次
配
列
）
に
従

っ
て
、
右
の
外
側
か
ら
中
心
（
男
性
墓

主
）
へ
、
次
い
で
左
の
外
側
か
ら
中
心

（
女
性
墓
主
）
へ
と
配
置
さ
れ
る
、
と
言

う
も
の
で
あ
る35

）

（
図
二
十
二
の
矢
印
①
、

矢
印
②
）。
さ
ら
に
林
氏
は
、
時
代
の
変

図二十一 呉氏蔵北魏崑崙石床（左、丁蘭)

中
心

② ①

図二十二 孝子伝図配列概念図
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遷
に
よ
り
、
ま
ず
墓
主
肖
像
が
省
略
さ
れ
て
、
馬
と
牛
と
が
象
徴
的
に
そ
の
代
理

を
努
め
る
も
の
の
、
最
終
的
に
は
馬
と
牛
も
省
略
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
と
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
林
聖
智
説
は
、
孝
子
伝
図
の
研
究
史
上
、
図
像
配
列
の
基
本
原
理

を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
し
て
、
大
き
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
特
に
そ
の

図
像
配
列
に
お
い
て
、
日
本
に
の
み
伝
存
す
る
完
本
孝
子
伝
の
目
次
配
列
が
、
深

く
関
連
し
て
い
る
と
い
う
、
氏
の
指
摘
は
、
従
来
の
研
究
史
の
空
隙
を
埋
め
る
視

点
と
し
て
、
高
く
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
て
、
そ
の
林
聖
智
説
を
念

頭
に
置
い
て
、
例
え
ば
図
十
八
（

）
や
本
図
（
図
九
、

）
な
ど
の
郭
巨
図
を

眺
め
る
時
、
深
刻
な
問
題
が
惹
起
さ
れ
る
こ
と
に
気
付
く
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
図
十
八
（

）
の
郭
巨
図
A
B
C
は
、
林
氏
の
言
う
よ
う
に
中
心
（
男

性
墓
主
）
へ
と
向
か
う
の
で
は
な
く
、

逆
に
中
心
か
ら
離
れ
る
方
向
へ
と
展
開

し
て
い
る
。
さ
ら
に
本
図
（
図
九
、

）
の
郭
巨
図
A
B
は
、
な
お
林
聖
智

説
と
は
合
致
せ
ず
、
中
心
の
両
墓
主
肖

像
を
飛
び
越
え
て
、
二
枚
の
正
面
板
の

右
端
か
ら
左
端
へ
と
展
開
し
て
い
る

（
図
二
十
三
）。
ま
た
、
例
え
ば
図
十

三
（

）
の
郭
巨
図
A
B
の
場
合
、
林

聖
智
説
に
基
づ
い
て
B
を
⑤
供
養
（
大

団
円
１
）
と
見
れ
ば
、
A
B
の
順
と
な

る
が
、
黄
金
の
釜
が
描
か
れ
て
い
な
い

な
ど
、
B
を
①
供
養
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）

と
見
る
な
ら
ば
、
順
序
は
B
A
と
な
っ
て
、
図
十
八
（

）
と
同
じ
ケ
ー
ス
と
な

り
、
や
は
り
中
心
（
男
性
墓
主
）
か
ら
外
側
へ
展
開
す
る
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
当
石
床
（

）
の
女
性
墓
主
の
左
に
は
13
老
莱
子
、
37
董
黯
の
図
が
続

く
か
ら
、
当
石
床
の
孝
子
伝
図
配
列
は
、
中
心
へ
と
収
束
す
る
の
で
は
な
く
、
周

辺
へ
と
拡
散
す
る
配
置
を
取
る
も
の
と
見
做
さ
れ
、
林
聖
智
説
の
再
検
討
を
余
儀

な
く
す
る
の
で
あ
る
。
図
十
八
（

）
や
本
図
（
図
九
）、
図
十
三
（

）
な
ど
、

新
出
の
郭
巨
図
の
配
列
と
、
林
聖
智
説
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
か
、

ヒ
ン
ト
の
一
つ
は
、
例
え
ば
本
図
の
東
魏
武
定
元
（
五
四
三
）
年
の
年
紀
に
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
林
聖
智
説
は
、
北
魏
時
代
の
孝
子
伝
図
配
列
を
考
え
る
基
本

原
理
と
し
て
、
お
そ
ら
く
正
し
い
。
但
し
、
北
魏
時
代
末
期
、
東
魏
か
ら
北
斉
に

か
け
て
、
そ
の
基
本
原
理
に
変
質
が
齎
さ
れ
、
例
え
ば
墓
主
に
収
約
さ
れ
る
孝
か

ら
、
墓
主
よ
り
子
孫
な
ど
へ
と
拡
散
す
る
孝
へ
の
、
孝
子
伝
図
の
捉
え
方
の
変
遷

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
す
る
と
、
今
回
検
討
し
た
郭
巨
図
を
含
む
新
出

｜

の
遺
品
に
お
い
て
、

呉
氏
蔵
北
魏
石
床
の
左
半
（
正
面
右
板
）
が
、

女
性
墓
主
↓
13
老
莱
子
↓
37
董
黯

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
美
術
館
蔵
北
魏
石
床
の
右
半
が
、

男
性
墓
主
↓
２
董
永
↓
９
丁
蘭
↓
11
蔡
順

安
陽
固
岸
東
魏
石
床
の
右
半
（
正
面
右
板
）
が
、

男
性
墓
主
↓
４
韓
伯

↓
９
丁
蘭

な
ど
（
図
十
四
A
B
も
、
B
を
①
供
養

プ
ロ
ロ
ー
グ

と
取
れ
ば
、
B
↓
A
の

可
能
性
が
出
て
来
る
）、
墓
主
か
ら
外
側
へ
と
、
孝
子
伝
図
の
拡
散
す
る
例
が
目

に
付
く
の
で
あ
る
。
或
い
は
、
こ
の
こ
と
は
、
言
わ
ば
孝
の
観
念
が
墓
主
へ
集
約

さ
れ
る
林
聖
智
説
に
対
し
、
北
魏
末
期
な
い
し
、
東
魏
以
降
、
孝
の
観
念
が
墓
主

B 図十三

B 本図(図九)

A C 図十八

中
心

図二十三 郭巨図の配列順序
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か
ら
子
孫
へ
と
拡
大
す
る
（
図
十
五
題
記
）、
孝
子
伝
図
配
置
の
捉
え
方
の
変
容

が
あ
っ
た
こ
と
を
、
示
唆
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
図

（
図
九
）
を
含
む
、

を
始
め
と
す
る
、

な
ど
の
呉
氏
蔵
遺
品
が
、
今
後

の
孝
子
伝
図
研
究
に
と
っ
て
、
新
た
な
展
開
と
深
化
を
齎
す
、
不
可
欠
の
資
料
で

あ
る
こ
と
は
、
上
に
記
し
た
一
端
の
事
実
か
ら
も
、
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

五

図
二
十
四
は
、

門
生
石
床
の
左
側
板
右
に
描
か
れ
た
董
永
図
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
題
記
に
、

董
永
看
父
助
与
食
時

と
あ
る
（
後
述
）。
画
面
の
右
か
ら
二
人
目
に
、
右
肩
に
鋤すき
を
担
い
で
立
つ
董
永

（
左
向
き
）、
四
人
目
に
、
三
輪
の
車
上
に
坐
る
父
（
右
向
き
）
を
描
く
。
右
か

ら
一
人
目
の
、
右
肩
に
棒
を
担
い
で
立
つ
女
性
（
左
向
き
。
棒
に
食
器
を
提
げ
て

い
る
ら
し
い
）
と
、
三
人
目
の
、
拱
手
し
て
立
つ
双
髻
の
子
供
（
右
向
き
）
は
、

侍
者
で
あ
ろ
う
。
本
図
の
基
と
な
っ
た
、
陽
明
本
孝
子
伝
２
董
永
の
本
文
を
示
せ

ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

楚
人
董薫

）永
至
孝
也
。
少
失

母
、
独
与

父
居
。
貧
窮
困
苦
、
傭
賃
供

養
其

父
。
常
以

鹿
車

載

父
、
自
随

着
陰
涼
樹
下
。
一
鋤
一
廻
、
顧

望
父
顔

色
。
供
養
蒸
々
、
夙
夜
不

懈
。
父
後
寿
終
、

銭
不

葬
送
。
乃
詣

主
人
、

自
売買

）為

奴
、
取

銭
十
千
。
葬
送
礼
已
畢
。
還

売
主
家
、
道
逢

一
女
人
。

求

為

永
妻
。
永
問

之
曰
、
何
所

能
為
。
女
答
曰
、
吾
一
日
能
織

絹
十

疋
。
於

是
、
共
到

売
主
家
。
十
日
便
得

織

絹
百
疋
。
用

之
自
贖
。
々

畢
、
共
辞

主
人

去
。
女
出

門
語

永
曰
、
吾
是
天
神
之
女
。
感

子
至
孝
、

助

還

売
身
。
不

得

久
為

君
妻

也
。
便
穏
不

見
。
故
孝
経
曰
、
孝
悌

之
志
、
通

於
神
明
。
此
之
謂
也
。
賛
曰
、
董
永
至
孝
。
売

身
葬

父
。
事

畢

銭
。
天
神
妻

女
。
織

絹
還

売
。
不

得

久
処
。
至
孝
通

霊
、
信

哉
斯
語
也

董
永
図
は
、
漢
代
よ
り
非
常
に
人
気
の
高
か
っ
た
、
孝
子
伝
図
の
一
つ
に
数
え

ら
れ
、
こ
れ
ま
で
管
見
に
入
っ
た
そ
の
図
像
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
。

⑴
後
漢
武
氏
祠
画
象
石
（
武
梁
祠
）

⑵
和
林
格
爾
後
漢
壁
画
墓

⑶
泰
安
大

口
後
漢
画
象
石
墓

図二十四 門生石床（董永)
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⑷
中
岳
漢
三
闕
啓
母
西
闕

⑸
渠
県
蒲
家
湾
無
名
闕

⑹
楽
山
柿
子
湾
Ⅰ
区
１
号
墓

⑺
渠
県
蒲
家
湾
無
名
闕

⑻
江
蘇
徐
州
仏
山
画
象
石
墓

⑼
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
室

C
.T
.L
o
o

旧
蔵
北
魏
石
床

ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
斉
石
床

陝
西
歴
史
博
物
館
蔵
三
彩
四
孝
塔
式
缶

右
の
⑴
｜

の
内
、
⑴
｜
⑻
が
後
漢
時
代
、
⑼
｜

が
北
魏
期
、

が
唐
代
の
も

の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
本
図
を
含
め
、
次
の
七
例
の
董
永
図
の
存
在
が
知
ら
れ
る

に
到
っ
て
い
る
。

楽
山
麻
口
Ⅰ
区
１
号
墓

楽
山
麻
口
Ⅱ
区
40
号
墓

楽
山
柿
子
湾
Ⅱ
区
22
号
墓

済
南
長
清
大
街
１
号
墓

臨

呉
白
荘
画
象
石

呉
氏
蔵

門
生
石
床
（
本
図

図
二
十
四

）

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
美
術
館
蔵
北
魏
石
床

｜

が
後
漢
、

が
北
魏
の
も
の
で
あ
る
。

｜

は
、
唐
長
寿
氏
の
報
告36

）

、

は
、
肖
貴
田
氏
の
報
告
に
そ
れ
ぞ
れ
掛
る
も
の
で
あ
る37

）

。
そ
も
そ
も
董
永
図

を
め
ぐ
っ
て
は
、
⑴
武
梁
祠
の
そ
れ
に
、
董
永
と
天
女
と
の
間
の
子
（
董
仲
）
が

描
か
れ
て
い
る
と
し
、
⑼

の
そ
れ
に
、
父
の
生
存
中
に
天
降
っ
た
天
女
が
描
か

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
根
拠
に
、

董
永
の
説
話
に
し
て
も
、
元
来
は
霊
芝

に
詠
ま
れ
た
よ
う
に
、
董
永
が
父

に
孝
養
を
つ
く
す
為
に
起
き
た
借
財
の
為
に
困
苦
し
て
ゐ
た
と
こ
ろ
、
天
か

ら
織
女
が
降
つ
て
機
織
に
よ
つ
て
借
財
償
却
を
助
け
た
と
い
ふ
伝
説
が
あ
つ

た
も
の
を
、
そ
の
孝
行
を
誇
張
す
る
為
に
織
女
下
降
の
原
因
と
し
て
父
の
歿

後
葬
式
の
費
用
に
困
つ
て
身
を
奴
に
売
つ
て
そ
の
葬
式
を
終
へ
た
と
い
ふ
孝

行
実
施
に
伴
ふ
困
難
さ
を
誇
張
し
補
塡
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
そ
し
て
こ

の
誇
張
し
補
塡
さ
れ
た
伝
承
と
元
来
の
伝
承
と
の
二
の
伝
承
が
あ
る
時
期
に

は
並
ん
で
伝
は
つ
た
が
、
や
が
て
元
の
型
の
も
の
が
失
は
れ
た
も
の
と
思
ふ

と
主
張
す
る
、
西
野
貞
治
氏
に
よ
る
、
優
れ
た
仮
説
が
早
く
か
ら
存
し38

）

（「
董
永

伝
説
に
つ
い
て
」）、
そ
の
西
野
説
を
ど
う
扱
う
か
と
い
う
こ
と
が
、
董
永
図
研
究

に
お
け
る
、
目
下
の
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
西
野
説
は
、
⑴
⑼

の
董
永

図
の
内
容
を
根
拠
と
し
て
、
陽
明
本
孝
子
伝
な
ど
売
身
譚
を
含
む
董
永
物
語
を
、

後
世
の
誇
張
、
補
塡
に
よ
る
も
の
と
見
、
董
永
が
孝
養
を
尽
く
す
父
の
存
命
中
に
、

織
女
が
天
降
っ
て
助
け
る
と
い
う
物
語
の
形
を
、
そ
の
原
型
に
措
定
す
る
も
の
で

あ
る
。
そ
の
説
は
、
非
常
に
魅
力
的
な
も
の
な
が
ら
、
西
野
説
の
難
点
は
、
例
え

ば
そ
の
根
拠
と
な
る
最
古
の
文
献
が
魏
、
曹
植
の
霊
芝

（
宋
書
楽
志
等
所
収
）

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
霊
芝

は
、

舞
歌
五
首
中
の
一
首
で
あ
り
（
曹

植
集
二
）、
韻
文
な
の
で
あ
っ
て
、
も
と
よ
り
孝
子
伝
で
は
な
い
。
そ
の
文
言
に

は
当
然
、
省
略
や
改
変
が
十
分
に
想
定
さ
れ
る
。
曹
植
の
読
ん
だ
孝
子
伝
に
、
父

の
死
亡
や
董
永
の
売
身
が
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
と
は
、
一
概
に
断
言
出
来
な
い
。

霊
芝

の
当
該
条
は
、
例
え
ば
陽
明
本
孝
子
伝
の
そ
れ
に
よ
っ
て
も
、
無
理
な
く

二
四

呉
氏
蔵
東
魏
武
定
元
年

門
生
石
床
に
つ
い
て
（
黒
田

彰
）



解
釈
し
得
る
。
ま
た
、
西
野
説
の
難
点
は
、
根
拠
と
さ
れ
た
図
像
が
、
僅
か
三
点

（
⑴
⑼

）
に
過
ぎ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
西
野
論
文
当
時
（
昭
和
30
年
）
に
お
い

て
は
、
止
む
を
得
な
い
こ
と
だ
が
、
現
在
そ
の
図
像
数
は
、
二
十
点
も
の
多
き
に

達
し
、
そ
の
数
は
、
今
後
も
な
お
増
え
続
け
る
で
あ
ろ
う
。
孝
子
伝
図
の
董
永
図

に
発
す
る
西
野
説
で
あ
れ
ば
、
董
永
図
に
よ
っ
て
そ
れ
を
再
吟
味
す
べ
き
は
、
私

達
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
と
も
言
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ま
た
機
会
を
改
め
て
述
べ

る
べ
く
、
こ
こ
で
は
、
新
出
の

を
紹
介
す
る
に
留
め
た
い
。

図
二
十
五
に
掲
げ
る
の
は
、

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
美
術
館
蔵
北
魏
石
床
正
面
右
板

中
央
に
描
か
れ
た
董
永
図
で
あ
る39

）

（
題
記
「
此
是
董
永
看
父
助鋤

）時
」）。
図
は
、
画

面
右
下
に
、
右
手
で
杖
を
持
っ
て
二
輪
車
の
上
に
坐
す
父
（
左
向
き
）、
左
下
に
、

両
手
で
鋤
を
握
っ
て
父
の
方
（
右
）
へ
振
り
返
る
董
永
を
描
く
。
当
図
ま
た
、
本

図
（
図
二
十
四
）
の
父
の
頭
上
に
、
銀
杏
が
茂
る
の
は
、
陽
明
本
孝
子
伝
に
、

常
以

鹿
車

載

父
、
自
随

着
陰
涼
樹
下

と
記
さ
れ
る
こ
と
を
表
わ
し
、
ま
た
、
当
図
の
董
永
が
土
を
耕
し
な
が
ら
（
題
記

の
助
は
、
鋤
の
音
通
）、
父
を
振
り
返
っ
て
い
る
こ
と
も
、
陽
明
本
に
、

一
鋤
一
廻
、
顧

望
父
顔
色

と
さ
れ
る
こ
と
の
、
忠
実
な
図
像
化
に
外
な
ら
な
い
。
当
図
の
特
徴
は
、
例
え
ば

画
面
中
に
、
董
永
と
父
と
の
二
人
し
か
描
か
れ
て
お
ら
ず
（
侍
者

女
性
、
子
供

等

が
不
見
）、
例
え
ば
陽
明
本
孝
子
伝
と
よ
く
一
致
す
る
点
に
あ
る
。
同
様
の

例
と
し
て
は
、
⑵
、
⑷
｜
⑻
（
⑻
は
父
の
み
）、

、

｜

な
ど
が
上
げ
ら
れ

る
が
（
但
し
、
北
魏
時
代
の
例
は
、

C
.T
.L
o
o

旧
蔵
北
魏
石
床
の
み
）、
こ

の
こ
と
は
勿
論
、
西
野
説
の
当
否
と
深
く
関
わ
り
、
今
後
の
慎
重
な
検
討
を
要
す

る
。と

こ
ろ
で
、
本
図
（
図
二
十
四
）
の
題
記
、

董
永
看

父
助

与
食

時

は
、

線
部
が
特
異
で
、
そ
の
題
記
は
、
本
図
の
内
容
を
、
董
永
が
父
の
食
事

を
助
け
る
場
面
と
見
做
し
た
こ
と
か
ら
、
出
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
図
中
の
董

永
も
、
土
を
耕
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
「
助
」
字
は
、
鋤
の
意
味
を

失
っ
て
い
る
ら
し
い
。
こ
の
よ
う
に
、
題
記
中
に
「
食
」
字
が
加
わ
る
現
象
が
、

同
じ

門
生
石
床
の
郭
巨
図
（
図
九
A
）、
ま
た
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
美
術
館
蔵
北

魏
石
床
の
董
黯
図
（
図
七
）
に
も
、
共
通
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
既
述
の
如
く

だ
が
、
実
は
、
同
じ
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
美
術
館
蔵
北
魏
石
床
の
丁
蘭
図
（
正
面
右
板

中
央
）
の
題
記
に
も
、

丁
蘭
待
木
母
食
時

な
ど
と
あ
っ
て40

）

（
図
像
も
、
木
母
に
食
事
を
供
す
る
図
。
先
縦
は
、
襄
陽

家
沖

図二十五 ヴァージニア美術館蔵北魏石床

（董永)
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画
象

墓
な
ど
に
見
え
る
）、
こ
の
こ
と
は
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
美
術
館
蔵
北
魏
石

床
の
制
作
時
期
が
、

門
生
石
床
の
東
魏
時
代
で
あ
る
こ
と
を
、
強
く
示
唆
す
る
。

〔
付
記
〕

貴
重
な

門
生
石
床
囲
屛
の
全
貌
を
、
世
界
に
先
駆
け
、
日
本
に
お
い
て
紹

介
す
る
こ
と
を
お
許
し
下
さ
っ
た
、
深
圳
市
金
石
芸
術
博
物
館
理
事
長
の
呉
強
華
氏
、

本
石
床
に
つ
い
て
種
々
の
御
教
示
を
惜
し
ま
れ
な
か
っ
た
、
中
国
社
会
科
学
院
考
古

研
究
所
の
趙
超
教
授
に
対
し
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
小
稿
は
、
平
成

28
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
B
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

〔
注
〕

１
）趙
超
氏
「
介
紹
胡
客

門
生
墓
門
志
銘
及
石
屛
風
」（
栄
新
江
、
羅
豊
氏
『
粟
特

人
在
中
国

考
古
発
現
与
出
土
文
献
的
新
印
証
』

科
学
出
版
社
、
二
〇
一
六
年

下
所
収
）。
同
上
論
文
に
は
、
本
石
床
の
墓
門
誌
全
文
が
録
さ
れ
、
男
性
墓
主
図

下
題
記
（
折
込
図
版
三
、
中
央
参
照
）
と
の
関
係
も
述
べ
ら
れ
る
等
、
参
照
を
乞

い
た
い
。
な
お

門
生
が
ソ
グ
ド
人
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
別
稿
を
用
意
す
る
。

２
）長
廣
敏
雄
氏
『
六
朝
時
代
美
術
の
研
究
』（
美
術
出
版
社
、
昭
和
44
年
）
図
版
１

｜
８
及
び
、
一
章
参
照
。

３
）長
廣
氏
注

２
）前
掲
書
図
版
17
｜
28
及
び
、
五
章
参
照
。

４
）拙
稿
Ⅰ
「
董
黯
贅
語
｜
孝
道
と
復
讐
㈠
｜
』（
拙
著
『
孝
子
伝
図
の
研
究
』

汲
古

書
院
、
平
成
19
年
。
初
出
平
成
14
年
７
月

Ⅱ
一
３
）

５
）拙
稿
Ⅱ
「
呉
強
華
氏
蔵
新
出
北
魏
石
床
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
｜
陽
明
本
孝
子
伝

の
引
用
｜
』（『
京
都
語
文
』
24
、
平
成
28
年
12
月
。
小
稿
の
黄

氏
に
よ
る
中

国
語
訳
「
関
于
深
圳
博
物
館
展
陳
北
魏
石
床
的
孝
子
伝
図
｜
陽
明
本
孝
子
伝
的
引

用
」
が
、
趙
超
、
呉
強
華
氏
『
永
遠
的
北
朝

深
圳
博
物
館
北
朝
石
刻
芸
術
展
』

文
物
出
版
社
、
二
〇
一
六
年

に
収
め
ら
れ
る
）。

６
）拙
稿
Ⅲ
「
董
黯
図

｜
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
二
面
）
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
｜
」

（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
100
、
平
成
28
年
３
月
）

７
）陽
明
本
孝
子
伝
の
本
文
は
、
幼
学
の
会
『
孝
子
伝
注
解
』（
汲
古
書
院
、
平
成
15

年
）
に
拠
る
。

８
）図
三
は
、
中
国
美
術
全
集
絵
画
編
19
石
刻
線
画
（
上
海
人
民
出
版
社
、
88
年
）
図

六
、
図
四
は
、
長
廣
氏
注

２
）前
掲
書
、
図
版
54
｜
56
に
拠
る
。
な
お
⑵
ミ
ネ
ア

ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺
の
董
黯
図
に
つ
い
て
は
、
注

４
）、

５
）前
掲
拙
稿

Ⅰ
、
Ⅱ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

９
）西
野
貞
治
氏
「
陽
明
本
孝
子
伝
の
性
格
並
に
清
家
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
」（『
人

文
研
究
』
７
・
６
、
昭
和
31
年
７
月
）

10
）長
廣
氏
注

２
）前
掲
書

11
）長
廣
氏
注

２
）前
掲
書
九
章

12
）長
廣
氏
注

２
）前
掲
書
八
章
117
、
118
頁

13
）注

４
）前
掲
拙
著
Ⅰ
二
４
、
三
節
参
照
。

14
）図
五
は
、
呉
氏
提
供
の
拓
本
写
真
に
拠
る
。

15
）図
六
は
、
趙
超
、
呉
強
華
氏
注

５
）前
掲
書
図
版
149
頁
に
拠
る
。

16
）図
七
は
、G

isele C
ro
es,

R
itu
a
l O

b
ject a

n
d E

a
rly B

u
d
d
h
ist A

rt
(N
ew

 
Y
o
rk
,
2004),

S
to
n
e fu

n
era

ry b
ed B

2

に
拠
る
。
な
お
⑹
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
美

術
館
蔵
北
魏
石
床
の
董
黯
図
即
ち
、
図
七
は
、
拙
稿
Ⅲ
の
表
二
（
26
頁
上
）
で
言

え
ば
、
王
奇
に
よ
る
母
へ
の
三
牲
強
要
を
単
独
で
扱
う
、
一
連
の
図
像
と
し
て
、

そ
の
三
段
目
、
拙
稿
Ⅲ
に
お
け
る
図
一
、
図
四
に
付
け
加
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
と

な
る
。

17
）⑹
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
美
術
館
蔵
北
魏
石
床
の
孝
子
伝
図
が
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
、
特

徴
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
蔡
順
、
丁
蘭
、
韓
伯

図

｜
呉
氏
蔵
北

魏
石
床
（
二
枚
）
の
連
れ
の
出
現
｜
」（
関
西
大
学
『
国
文
学
』
101
、
平
成
29
年

３
月
予
定
）
に
お
い
て
も
論
じ
た
。

18
）西
野
氏
注

９
）前
掲
論
文

19
）長
廣
氏
注

２
）前
掲
書
九
章
204
頁

20
）図
十
は
、
注

16
）前
掲
書S

to
n
e fu

n
era

ry b
ed A

3

に
拠
る
。

21
）図
十
一
は
、『
天
国
之
享
｜
襄
陽
南
朝
画
像

芸
術
』（
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
六

年
）
図
版
五
「
歴
史
故
事
」
140
、
141
、
142
頁
に
拠
る
。

22
）図
十
二
は
、C

.T
.L
o
o
&
C
o
,
A
n E

x
ib
itio

n o
f C

h
in
ese S

to
n
e S

cu
lp
-

tu
res

(N
ew
 
Y
o
rk
,
1940)

P
la
te X

X
IX

(C
a
ta
lo
g
u
e N

o
.36)

に
拠
る
。

23
）図
十
三
は
、
呉
氏
提
供
の
拓
本
写
真
に
拠
る
。

二
六

呉
氏
蔵
東
魏
武
定
元
年

門
生
石
床
に
つ
い
て
（
黒
田

彰
）



24
）図
十
四
は
、
安
陽
博
物
館
提
供
の
写
真
に
拠
る
。

25
）注

５
）前
掲
拙
稿
Ⅱ
参
照
。

26
）注

17
）前
掲
拙
稿
参
照
。

27
）図
十
五
は
、
安
陽
博
物
館
提
供
の
写
真
に
拠
る
。

28
）図
十
六
は
、
山
東
省
石
刻
芸
術
博
物
館
、
長
清
県
文
物
局
『
山
東
長
清
孝
堂
山
漢

石
祠
画
像
』（
斉
魯
書
社
、
二
〇
〇
一
年
）「

東
王
感
孝
頌
」
に
拠
る
。
参
考
ま

で
に
、
胡
長
仁
感
孝
頌
の
本
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
関
野
貞
氏
「
支

那
山
東
省
に
於
け
る
漢
代
墳
墓
の
表
飾
」
『
東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
紀
要
』

８
・
１
、
大
正
５
年
３
月

二
甲
所
収
に
よ
る
）。

惟
夫
徳
行
之
本
、
仁
義
之
基
、
感

洞
幽
明
、
擾

馴
禽
獣
、
清
音
帯

而

挺

潔
、
素
釆
映

雪
而
流

輝
、
根
矩
定

於
一
丸
、
丘
吾
絶

於
三
失
、
開

府
儀
同
三
司
尚
書
右
僕
射
尚
書
左
僕
射
尚
書
令
摂
選
新
除
特
進
使
持
節
斉
州

刺
史

東
王
胡
長
仁
、
雌

黄
雅
俗
、
雄

飛
戚
里
、
入
膺

北
斗
、
執

柄
端

衡
、
出
牧

東
秦
、
心

条
連
率
、
未

脱

崔
林
之

、
聊
慴

之

、

視

聴
経
過
、
訪

詢
耆
旧
、
郭
巨
之
墓
、
馬
鬣
交

阡
、
孝
子
之
堂
、
鳥
翅

阜
、
君
王
愛

奇
好

古
、
歴
覧
俳

、
妃
息
在

傍
、
賓
僚
侍

側
、
壁

疑

秦
鏡
、

煥
存

形
、
柱
識

荆
珉
、
寂
寥
遺
字
、
所
以

眉
長
歎
、
念

昔
追

遠
、
遂
若

羊
公
登

、
還
同

処
墨
飲

泉
、
慨

賢
勝
之
多

幣
、

嗟

至
徳
而
無

紀
、
蘭
渓

不

見

松
、
穀
城
何
以
知

石
、
于

時
開
府
中

兵
参
軍
梁
恭
之
盛
工

篆
隷
、
騎
兵
参
軍
申
嗣

微
学

藻
、
並
応

命
旨
、

倶
営

頌
筆
、
以

大
斉
武
平
元
年
正
月
廿
二
日
、
権

輿

瑩
、
表

建
庭
宇
、

棟
刻

蒼
文
、
檐
栽

翠
柏
、
庶
令

千
葉
之
下
弥
振

金
声
、
九
原
之
中
恒
浮

玉
樹
、
其
詞
曰
、

天
経
地
義
、
啓

聖
通

神
、
重
華
曾

、
莱
子
楽
春
、
時
多

美
迹
、
世
有

芳
塵
、
前
漢
逸
士
、
河
内
貞
人
、
分

財
双
季
、
独
養

壱
親
、
客
舎
凶

、

児
埋
福
臻
、
穹
隆
感

異
、
旁
薄

珍
、
懸
車
遽
落
、
夜
台
弗

晨
、
千
齢

俄
古
、
万
祀
猶
新
、
朱

紫
蓋
、
撫

俗
調

民
、
高
山
達
節
、
景
慕

、

式
憑

不
朽
、
永
播

衣
巾

感
孝
頌
の
「
前
漢
逸
士
」
以
下
に
言
及
さ
れ
る
郭
巨
譚
は
、
劉
向
孝
子
図
（
太
平

御
覧
四
一
一
、
法
苑
珠
林
四
十
九
等
所
引
）
系
統
の
そ
れ
で
あ
り
（
二
十
巻
本
捜

神
記
283
に
も
見
え
る
）、
ま
た
、
感
孝
頌
中
に
羊
公
、
重
華
、
曾
参
、

子

、

老
莱
子
、
楽
正
子
春
な
ど
へ
の
言
及
が
見
え
る
こ
と
は
、
何
ら
か
の
孝
子
伝
が
参

照
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
、
興
味
深
い
事
実
に
外
な
ら
ず
、
な
お
今
後
の
検
討
が
俟

た
れ
よ
う
（
郭
巨
の
物
語
の
成
立
と
感
孝
頌
の
関
連
を
論
じ
た
も
の
に
、
橋
本
草

子
氏
「「
郭
巨
」
説
話
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」
『
野
草
』
71
、
平
成
15
年
２
月

が
あ
る
）。

29
）拙
稿
「
郭
巨
図

｜
呉
強
華
氏
蔵
北
魏
石
床
脚
部
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
｜
」

（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
98
、
平
成
26
年
３
月
。

は
、
趙
超
、
呉
強
華
氏

注

５
）前
掲
書
図
版
133
｜
137
頁
に
、
拓
本
と
原
石
写
真
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

30
）図
十
七
は
、
趙
超
、
呉
強
華
氏
注

５
）前
掲
書
図
版
133
頁
に
拠
る
。

31
）図
十
八
及
び
、
後
掲
図
二
十
一
は
、
呉
氏
提
供
の
写
真
に
拠
る
。

32
）近
時
知
ら
れ
る
に
到
っ
た
丁
蘭
図
と
し
て
、
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
三
枚
）
や
、
ヴ

ァ
ー
ジ
ニ
ア
美
術
館
蔵
北
魏
石
床
、
安
陽
固
岸
東
魏
石
床
な
ど
に
収
め
る
も
の
が

あ
る
。
そ
れ
ら
の
丁
蘭
図
に
つ
い
て
は
、
注

17
）前
掲
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

33
）当
図
に
つ
い
て
は
、
乃

雪
艶
氏
が
論
文
を
執
筆
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

34
）林
聖
智
氏
「
北
朝
時
代
に
お
け
る
葬
具
の
図
像
と
機
能
｜
石
棺
床
囲
屛
の
墓
主
肖

像
と
孝
子
伝
図
を
例
と
し
て
｜
」（『
美
術
史
』
154

52
・
２

、
平
成
15
年
３
月
）

35
）林
聖
智
説
に
つ
い
て
は
、
注

４
）前
掲
拙
著
Ⅰ
二
３
を
参
照
さ
れ
た
い
。

36
）唐
長
寿
氏
「
楽
山
崖
墓
画
像
中
的
孝
子
図
釈
読
」（『
長
江
文
明
』
５
、
二
〇
一
〇

年
６
月
）。
な
お

に
つ
い
て
は
、
同
氏
『
楽
山
崖
墓
和
彭
山
崖
墓
』（
電
子
科
技

大
学
出
版
社
、
93
年
）
附
録
一
136
｜
137
頁
に
早
く
指
摘
が
あ
る
）。

37
）肖
貴
田
氏
「
漢
至
南
北
朝
時
期
董
永
故
事
及
其
図
像
的

変
」（『
東
方
考
古
』
７
、

二
〇
一
〇
年
12
月
）

38
）西
野
貞
治
氏
「
董
永
伝
説
に
つ
い
て
」（『
人
文
研
究
』
６
・
６
、
昭
和
30
年
７

月
）

39
）図
二
十
五
は
、
注

16
）前
掲
書S

to
n
e fu

n
era

ry b
ed C

2

に
拠
る
。

40
）注

17
）前
掲
拙
稿
参
照
。

く
ろ
だ

あ
き
ら

日
本
文
学
科
）

二
〇
一
六
年
十
一
月
十
五
日
受
理

二
七

佛
教
大
学

文
学
部
論
集

第
一
〇
一
号
（
二
〇
一
七
年
三
月
）




